
復興の願いともす燈籠
上陽町で万灯流しが8月16日㈮、ほたると石橋の
館周辺で行われました。昨年の九州北部豪雨の
影響で河川敷に危険か所があるため、燈籠は川
には流さず同施設の敷地などに設置されました。
19時過ぎに大小約千個の燈籠に灯りがともされ
るとあたりは幻想的な雰囲気に包まれました。

92013(平成25年)
No.1027

八女のまつり　あかりとちゃっぽんぽん
イベント関係のお知らせ
学校開放週間近づく
路線バスに乗ろう‼
矢部ある記②ー「良成親王と大杣公園」

【今月の主な内容】
2～3
4～5
6
7
10

広報
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白
壁
の
町
並
み
を
ゆ
っ
く
り
歩

き
ま
せ
ん
か
。
車
中
か
ら
で
は
気

づ
か
な
い
、
い
ろ
ん
な
発
見
が
き
っ

と
あ
る
は
ず
で
す
。

《
内
容
》
大
茶
会
、
伝
統
工
芸
職

人
実
演
、
人
力
車
に
よ
る
町
並
み

散
策
、
和
太
鼓
の
路
上
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
町
並
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
今
昔
物
語

展
。

《
内
容
》
八
女
提
灯
と
八
女
手
す

き
和
紙
、
そ
し
て
灯
り
を
用
い
た

ま
つ
り
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
絵

や
文
字
を
自
由
に
描
い
た
提
灯
を

八
女
伝
統
工
芸
館
横
の
藤
棚
に
飾

り
、
夜
に
は
灯
を
と
も
し
ま
す
。

　
21
日
㈯
13
時
か
ら
は
同
館
横
の

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
和
太
鼓
の
競
演

会
を
行
い
ま
す
。
迫
力
あ
る
演
奏

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

《
内
容
》
和
紙
に
参
加
者
が
思
い

思
い
の
絵
を
描
い
て
作
っ
た
「
あ

か
り
絵
」
が
、
ほ
の
か
に
周
り
を

照
ら
し
な
が
ら
、
白
壁
の
町
並
み

を
パ
レ
ー
ド
し
ま
す
。

　
和
紙
と
提
灯
の
技
術
を
生
か
し

て
造
る
「
あ
か
り

絵
」
は
、
夜
を
美

し
く
彩
り
、
人
々

を
感
動
の
世
界
へ

と
い
ざ
な
い
ま
す
。

《
内
容
》
八
女
の
伝
統
工
芸
品
や

農
産
物
の
販
売
、
食
事
の
提
供

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
大
人

気
の
「
獣
電
戦
隊
キ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ

ジ
ャ
ー
」
が
や
っ
て
き
ま
す
。
八

女
福
島
仏
壇
の
製
作
実
演
、
手
す

き
和
紙
教
室
、
田
植
え
風
景
の
パ

ネ
ル
展
示
、
生
花
展
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
21
日
㈯
に
は
「
消
防
ふ
れ

あ
い
広
場
」
も
鉄
道
記
念
公
園
で

同
時
開
催
し
ま
す
。

町
屋
ま
つ
り

地
場
産
ま
つ
り

提
灯
ま
つ
り

あ
か
り
絵
パ
レ
ー
ド

◦
９
月
21
日
㈯
～
23
日
㈷

◦
八
女
福
島
の
町
並
み

◦
９
月
21
日
㈯
～
23
日
㈷
10
時
～

◦
八
女
伝
統
工
芸
館
と
そ
の
周
辺

◦
９
月
21
日
㈯ 

18
時
30
分

◦
矢
原
町 

→ 

八
女
伝
統
工
芸
館

◦
９
月
21
日
㈯
～
23
日
㈷

◦
八
女
伝
統
工
芸
館
横
藤
棚
な
ど

平
成
25
年
度
　
八
女
の
祭
り

伝
統
工
芸
と
芸
能
の
祭
典

【
会
場
】
八
女
伝
統

工
芸
館
周
辺
・
本

町
筋
周
辺
・
福
島

八
幡
宮

９
月
21
日
㈯

～
23
日
㈷

２
６
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」。こ
の
燈
籠
人
形
の「
燈あ

か
り
」と
、国

指
定
伝
統
的
工
芸
品
の
八
女
提
灯
の「
灯あ

か
り
」。ま
た
八
女
は
電

照
菊
の
発
祥
の
地
と
し
て
全
国
的
に
有
名
な
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら

の「
あ
か
り
」を
テ
ー
マ
に
八
女
の
伝
統
文
化
・
産
業
を
ア
ピ
ー
ル

し
、「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」を
伝
承
し
て
い
き
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
時
間
は
祭
り
直
前
の
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
の
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局
・
八
女
市

観
光
振
興
課
（
☎
２
３・１
１
９
２
）



広報やめ　2013.9.13

◦
会
場
＝
福
島
八
幡
宮
境
内

◦
公
演
時
間
＝

▽
９
月
20
日
㈮
20
時
～
※
口
開
け
公
演

▽
９
月
21
日
㈯・22
日
㈰・23
日
㈷

①
13
時
30
分
～
②
15
時
～
③
16
時
30
分
～

④
19
時
～
⑤
20
時
30
分
～

※
１
日
５
回
公
演
、
１
回
の
公
演
時
間
は

約
30
分

◦
主
催
＝
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
保
存
会

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課
文
化
振
興
係

（
☎
２
３・１
９
８
２
）

も
の
が
た
り
の
あ
ら
す
じ
　

　
平
安
朝
の
こ
ろ
、
朝
廷
に
仕
え
て
い
た
美

女 

玉
藻
之
前
が
キ
ツ
ネ
の
化
身
で
あ
る
こ

と
を
見
破
ら
れ
て
那
須
の
原
に
逃
げ
込
み
、

殺
生
石
と
な
っ
て
人
々
を
苦
し
め
る
が
、
玄

翁
和
尚
の
法
力
で
成
仏
す
る
と
い
う
物
語
。

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形

玉た

ま

も

の

ま

え

藻
之
前

【
今
年
の
芸
題
】

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

日本いけばな芸術協会 名誉教授
大和花道 平島静容（一子）

華道家元池坊八女支部

◦期間＝9月21日㈯～23日㈷
◦時間＝10時～21時　※入場無料
◦会場・問い合わせ＝横町町家交流
館（☎２３・４３１１）

◦期間＝9月21日㈯～23日㈷
◦時間＝9時～21時
◦会場＝福島八幡宮境内
◦問い合わせ＝野中さん（☎０９０・４９
９９・０７５８）

創作いけばな展

奉納いけばな展

昨年の千秋楽公演の様子

交通規制区間　
9/21 ～ 23
12時～ 21時30分

おりなす
八女

P＝駐車場
◦八女農高  ◦市役所
◦伝統工芸館西側
◦福島小
◦清水町公共駐車場

▶雨天の場合、福島小・八女農

高グラウンドには駐車できません。

▶「八女の祭り」に来場される人

は、伝統工芸館北側の「スーパー

ドラッグコスモス」さんには駐車

されないようお願いします。

�ご注意ください

八女観光物産館

96
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グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
地
内
の
八
女
東
部

ス
ポ
ー
ツ
公
園
「
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
八

女
」
は
、
こ
の
秋
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
こ
れ
に
先
駆
け
、
緑
の
芝
生
が
映
え
る

９
月
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
日

本
代
表
Ｏ
Ｂ
と
八
女
市
選
抜
チ
ー
ム
が
対

戦
す
る
宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
「
ド
リ
ー

ム
サ
ッ
カ
ー
in
八
女
」
を
９
月
16
日
㈷
に
開

催
し
ま
す
。
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

は
、
日
本
代
表
で
活
躍
さ
れ
た
往
年
の
名

選
手
ば
か
り
。
奥
寺
康
彦
さ
ん
を
監
督
に
、

名
波
浩
さ
ん
、
木
村
和
司
さ
ん
を
は
じ
め
、

そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
22
人
が
参
加
し
ま

す
。
午
前
中
は
、
記
念
式
典
の
後
、
ド
リ
ー

ム
チ
ー
ム
に
よ
る
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
教

室
、
13
時
30
分
か
ら
メ
イ
ン
の
「
ド
リ
ー
ム

サ
ッ
カ
ー
」
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
先
着
１
０
０
０
人
に
宝
く
じ
グ
ッ

ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
日
本
代
表
Ｏ
Ｂ
直
筆
サ

イ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
地
元
特
産
品
の
物
産
展
も

開
催
し
ま
す
の
で
、
来
る
９
月
16
日
㈷
は
、

ぜ
ひ
、
八
女
東
部
ス
ポ
ー
ツ
公
園
「
グ
リ
ー

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
八
女
」
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理
券
（
抽

選
会
時
に
必
要
）
が
必
要
で
す
。

◦
入
場
整
理
券
配
布
場
所
＝
八
女
市
役
所

本
庁
総
合
窓
口
案
内
、
八
女
東
部
ス
ポ
ー
ツ

公
園
、
総
合
体
育
館
、
立
花
体
育
館
、
黒

木
総
合
支
所
総
務
課
、
各
支
所
総
務
課
、

福
岡
県
市
町
村
支
援
課
、
観
光
物
産
館
と

き
め
き
、
お
り
な
す
八
女

八
女
東
部
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
愛
称
を
募

集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
は
も
と
よ
り

北
海
道
を
は
じ
め
全
国
か
ら
66
人
、
延
べ

２
１
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

選
定
は
委
員
会
に
お
い
て
厳
正
な
る
審

査
の
結
果
10
点
を
選
定
し
、
簡
潔
で
わ
か

り
や
す
く
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
や
す
い
こ
と

な
ど
か
ら
「
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
八
女
」

に
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
特
別
賞

１
点
、
入
賞
５
点
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
さ

ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

八
女
東
部
ス
ポ
ー
ツ
公
園

八
女
東
部
ス
ポ
ー
ツ
公
園
愛
称

「
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
八

女
」に
決
定
し
ま
し
た
�

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
Ｏ
Ｂ
が
や
っ
て
来
る
�

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

採
用
作
品
応
募
者

　

池
田
慎
太
郎
さ
ん
（
市
内
在
住
）

命
名
の
理
由
・
コ
メ
ン
ト

　

通
常
、土
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
フ
ィ
ー

ル
ド
」
に
「
グ
リ
ー
ン
」
が
つ
い
て
い
る

こ
と
で
芝
生
の
コ
ー
ト
を
連
想
さ
せ
ま

す
。
単
純
で
す
が
、
パ
ッ
と
イ
メ
ー
ジ

が
わ
き
ま
し
た
。「
グ
リ
ー
ン
」は
、グ
リ
ー

ン
ピ
ア
の
グ
リ
ー
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

この秋
オープン！

▽
厳
し
い
残
暑
が
続
き
ま
す
。
今
回
か
ら

「
広
報
や
め
」
に
、「
市
長
コ
ラ
ム
」
を
連

載
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
意
思

疎
通
の
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
▽
さ
て
、

初
回
の
テ
ー
マ
は
「
交
流
」
で
す
。
人
口

や
税
収
の
減
少
な
ど
の
課
題
を
克
服
し

て
、
地
域
を
活
性
化
す
る
に
は
「
交
流
」

が
必
要
で
す
。今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

他
の
地
域
と
共
に
高
め
合
い
、
補
い
合
う

関
係
づ
く
り
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
▽
昨

年
の
韓
国
巨
済
市
に
続
き
、
今
年
は
国

内
に
も
目
を
向
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

南
朝
の
歴
史
を
共
有
す
る
奈
良
県
吉
野

町
や
「
八
」
や
「
女
」「
王
子
」
な
ど
の

市
名
に
ち
な
ん
だ
東
京
都
八
王
子
市
、
そ

れ
に
東
日
本
大
震
災
の
際
の
物
資
支
援

を
通
じ
て
交
流
の
あ
る
宮
城
県
石
巻
市

を
候
補
地
と
し
て
い
ま
す
。
▽
国
内
外
の

友
好
都
市
と
の
交
流
促
進
に
よ
り
、
人

や
物
資
の
行
き
来
を
盛
ん
に
し
て
、
市
内

観
光
の
振
興
や
農
林
産
物
、
工
芸
品
な

ど
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
い
で
地
域
振

興
を
図
り
ま
す
。

「交流のちから」

①市長 コラム

吉野町での視察の様子

mayor's column
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車両通行止め区間
（19時～21時30分）

立入禁止区域
（８時～ 24 時）

通行禁止区間
（19時～21時30分）

◦交通規制時間＝９月14日㈯ 19時～ 21時30分（下図）
◦問い合わせ＝▽平日８時30分～ 17時15分＝地域支援課（☎２３・１２２４）
　　　　　　 ▽平日17時15分～、土・日曜＝市役所代表電話（☎２３・１１１１）

今年も「矢部川物語」を9月14日㈯に開催しますので、交通規制等へのご協力をお願いします。

交通規制・駐車場についてお知らせします

第
17
回「
矢
部
川
物
語
」

♦
攻
略
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
筑
後
七
国
５
市
２
町
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ

ン
プ
の
置
い
て
あ
る
秘
密
の
場
所（
観
光
地
）

が
１
～
２
か
所
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
所
を
、

ヒ
ン
ト
を
頼
り
に
探
し
て
く
だ
さ
い
。

　
七
国
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
ス
タ
ン
プ
印
を
台

紙
の
指
定
さ
れ
た
場
所
に
押
し
て
応
募
す
る

と
、
ス
タ
ン
プ
の
数
（
７
・
５
・
３
個
）
に
応

じ
て
す
て
き
な
賞
品
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
。

♦
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
筑
後
七
国
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
期
間
中

に
だ
け
、
会
場
に
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ン
プ
が
設

置
さ
れ
ま
す
。
ヒ
ン
ト
を
頼
り
に
探
し
て
七

国
ス
タ
ン
プ
を
押
す
と
、ス
タ
ン
プ
数（
５・４・

３
個
）
に
よ
り
抽
選
で
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
応
募
は
が

き
が
違
い
ま
す
の
で
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

♦
ス
タ
ン
プ
台
紙
設
置
場
所

▽
茶
の
く
に
八
女
観
光
案
内
所　

▽
八
女

商
工
会
議
所　

▽
八
女
市
商
工
会

※
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

♦
ス
タ
ン
プ
印
設
置
場
所

▽
攻
略
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

各
市
町
に
１
～
２
か
所

▽
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

各
市
町
に
１
～
２
イ
ベ
ン
ト

♦
賞
品

▽
七
国
賞
＝
７
本

▽
五
国
賞
＝
19
本

▽
三
国
賞
＝
43
本

▽
恋
ぼ
た
る
賞
＝
１
０
０
本

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
同
協
議
会
で
抽
選

を
行
い
ま
す
。

♦
応
募
方
法

　
来
年
１
月
13
日
㈷
ま
で
に
、
ス
タ
ン
プ
印

設
置
場
所
に
あ
る
応
募
箱
に
台
紙
を
入
れ

る
か
、
台
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
切
手
を

貼
っ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

♦
問
い
合
わ
せ

同
協
議
会
事
務
局
（
筑
後
市
役
所
商
工
観

光
課
☎
０
９
４
２
・
６
５
・
７
０
２
４
）

開
催
期
間
＝
９
月
14
日
㈯
～
１
月
13
日
㈷

筑
後
七
国
商
工
観
光
推
進
協
議
会
（
筑
後
市
・
八
女
市
・
柳

川
市
・
大
川
市
・
み
や
ま
市
・
広
川
町
・
大
木
町
お
よ
び
各

自
治
体
に
あ
る
商
工
会
議
所
、
商
工
会
）
で
は
、
広
域
観
光

企
画
と
し
て
「
筑
後
七
国
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
行
い
ま
す
。

筑
後
七
国

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
探検

八女市

広川町

筑後市

みやま市
柳川市

大川市
大木町

２つの
スタンプラリーで
七国制覇！

攻略スタンプラリー
イベントスタンプラリー

交通規制・駐車場配置図

Ｐ駐車場（17 時～ 22 時）
※ 22 時に施錠します。
①総合体育館＝３００台
②南 中 学 校＝２５０台
③家 畜 市 場＝１５０台
◦駐車場およびその周辺道路は
大変な混雑が予想されますので、
乗り合わせか自転車などでご来
場ください。なお、駐車場以外
の駐車はご遠慮ください。
◦夜道は暗いので、懐中電灯を
持参しましょう。
◦車両通行止め区間は、自転車
は押して歩きましょう。

９
14／ 土
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学校名 電話番号 学校開放日 学校説明会日時 会　　場
福島小学校 22・3121 11月6日㈬～ 9日㈯ 11月9日㈯ 12:30 ～ 13:00 ミーティングルーム

長峰小学校 22・4601 11月5日㈫～ 8日㈮ 11月6日㈬ 10:30 ～ ミーティングルーム

上妻小学校 22・4401 11月11日㈪～ 14日㈭ 11月11日㈪ 14:00 ～ 14:30 ２階会議室

三河小学校 22・5001 11月18日㈪～ 22日㈮・24日㈰ 10月30日㈬ 10:00 ～ 10:30 ミーティングルーム

八幡小学校 22・4801 10月20日㈰・25日㈮、11月1日㈮・5日㈫・9日㈯ 10月20日㈰ 11:30 ～ 和室

忠見小学校 22・5201 11月6日㈬～ 8日㈮・10日㈰ 11月8日㈮ 11:00 ～ 11:30 和室

川崎小学校 22・5301 11月5日㈫～ 8日㈮ 11月8日㈮ 14:05 ～ 14:35 視聴覚室

岡山小学校 22・4701 11月5日㈫～ 8日㈮ 11月6日㈬ 11:00 ～ 11:30 視聴覚室

黒木小学校 42・0039 11月25日㈪～ 27日㈬ 11月25日㈪ 11:00 ～ 12:00 多目的ホール

黒木西小学校 42・0251 10月30日㈬～ 11月1日㈮ 11月1日㈮ 11:00 ～ 11:30 会議室

木屋小学校 42・0155 10月30日㈬～ 11月1日㈮
笠原小学校 42・0175 10月28日㈪～ 11月1日㈮
大淵小学校 45・0014 11月14日㈭～ 15日㈮・17日㈰
筑南小学校 22・2515 11月5日㈫～ 8日㈮ 11月6日㈬ 11:30 ～ 図書室

立花小学校 37・0023 11月1日㈮・5日㈫～ 8日㈮・10日㈰ 11月10日㈰ 11:00 ～ 11:30 図書室

矢部小学校 47・2063 10月25日㈮・27日㈰～ 11月1日㈮ 10月27日㈰ 15:30 ～ 図書室

星野小学校 52・2013 10月28日㈪～ 11月2日㈯ 10月29日㈫ 15:00 ～ 15:30 ランチルーム

上陽北汭学園小学校 54・2030 10月15日㈫～ 18日㈮、20日㈰ 10月20日㈰ 14:00 ～ 東棟２階和室

学校名 電話番号 学校開放日 学校説明会日時 会　　場
福島中学校 22・4207 10月21日㈪～ 26日㈯ 10月23日㈬ 15:00 ～ 多目的ホール

南　中学校 22・4407 10月21日㈪～ 26日㈯ 10月22日㈫ 13:45受付
14:00開会 体育館(武道場)

見崎中学校 22・5207 10月21日㈪～ 25日㈮ 11月11日㈪ 13:30 ～ 体育館2階

西　中学校 22・4807 10月21日㈪～ 26日㈯ 9月30日㈪ 15:00 ～ 体育館

黒木中学校 42・0109 10月21日㈪～ 26日㈯ 10月4日㈮ 13:50 ～ 16:30 和室

筑南中学校 35・0300 10月28日㈪～ 31日㈭ 10月31日㈭ 14:00 ～ 体育館

立花中学校 37・0041 10月21日㈪～ 26日㈯ 11月6日㈬ 15:20 〜 体育館

矢部中学校 47・2041 10月15日㈫～ 18日㈮・21日㈪～ 25日㈮・
28日㈪～ 29日㈫ 10月30日㈬ 13:45 ～ 15:45 木龍(体育館)

星野中学校 52・2012 10月28日㈪・29日㈫・31日㈭、11月1日㈮ 11月1日㈮ 15:00 ～ 15:40 図書室

上陽北汭学園中学校 54・2030 10月15日㈫～ 18日㈮、20日㈰ 10月20日㈰ 14:00 ～ 東棟２階和室

▼小学校日程

▼中学校日程

59
年
前
、
八
女
市
教
育
委
員
会
に
総
務
課
、

学
校
教
育
課
、
社
会
教
育
課
を
設
置
し
、（
11

月
５
日
）
八
女
市
の
教
育
が
ス
タ
ー
ト
。
教
育

の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会

経
済
の
変
化
で
、
今
日
の
学
校
は
家
庭
だ
け
で

な
く
地
域
の
人
々
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
一
層
の
ご
支
援
を
い
た
だ
く
た
め
、

市
制
50
周
年
を
機
に｢

八
女
市
教
育
の
日｣

を

条
例
制
定
し
ま
し
た
。
そ
の
第
一
条
に
は
、『
八

女
市
民
の
教
育
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深

め
、
本
市
教
育
の
充
実
と
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
本
市
を
愛
し
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
つ
子

ど
も
た
ち
を
育
む
』
と
あ
り
ま
す
。
教
育
の
中

核
は
学
校
で
あ
り
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育

ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
で
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
ど
の

よ
う
に
学
習
し
て
い
る
か
。
恒
例
の
学
校
開
放

週
間
・
学
校
説
明
会
を
各
学
校
で
下
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課

（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

皆
さ
ん
の
参
観
が

学
校
元
気
の

　
　
で
す
！

学
校
開
放
週
間
近
づ
く

源
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八
女
と
奥
八
女
を
結
ぶ
幹
線

路
線
バ
ス
「
羽
矢
線
」「
星

野
線
」
も
、
通
勤
・
通
学
、
通

院
、
お
買
い
も
の
な
ど
、
日
々
の

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
乗
り
物
と

し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、そ
の
利
用
者
は
、年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
５
年
間

で
、
羽
矢
線
は
、
八
女
市
の
人
口

を
上
回
る
８
万
４
千
人
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
星
野
線
も
３
万
４
千

人
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
減
り
続
け
る
と
、

便
数
を
減
ら
し
た
り
、
路
線
を
短

く
し
た
り
し
な
く
て
は
な
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
が
な
く
な
れ
ば
、
地

域
に
は
大
き
な
打
撃
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
地
域
の
元

気
の
た
め
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
バ
ス
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。福

岡
県
バ
ス
対
策
協
議
会
で

は
、「
バ
ス
に
乗
ろ
う
！
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
８
月
30
日
㈮
～

10
月
20
日
㈰
ま
で
、
バ
ス
利
用
促

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
生
活
を
支
え
、
環

境
に
も
優
し
い
路
線
バ
ス
の
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
福
岡
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Shttp://w
w

w.pref.fukuoka.
lg.jp/d12/rosenbus-cam

paign.
htm

l

　

堀
川
バ
ス
で
は
65
歳
以
上
の
人

で
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ

た
人
に
「
運
転
免
許
証
返
納
割
引

証
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
運
賃

支
払
の
際
に
ご
提
示
い
た
だ
く
と
、

運
賃
が
半
額
に
な
る
お
得
な
割
引

証
で
す
。
堀
川
バ
ス
全
線
で
使
え

ま
す
。
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
路
線
バ

ス
を
乗
り
継
げ
ば
、
行
動
範
囲
も

広
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
堀
川
バ
ス
㈱

（
☎
２
３
・
２
１
１
５
）

65
歳
以
上
の
人
で
、
平
成
22
年
10

月
1
日
以
降
に
有
効
期
限
が
あ
る

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た

人
が
対
象
と
な
り
ま
す

※
対
象
者
は
有
効
期
限
が
あ
る
運

転
免
許
証
を
お
持
ち
の
65
歳
以
上

の
人
で
す
。

※
手
続
き
は
無
料
で
す
。

※
警
察
署
受
付
時
間
は
平
日
９
時

～
16
時
30
分
で
す
。

※
堀
川
バ
ス
受
付
時
間
は
平
日
９

時
～
18
時
で
す
。

※
他
の
割
引
と
は
併
用
で
き
ま
せ

ん
。

　
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
八
女

警
察
署（
交
通
課
）へ
行
き
、

「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

通
知
書
」
を
発
行
し
て
も
ら
う
。

1
　
堀
川
バ
ス
に

通
知
書
を
持

参
し
、「
運
転
免
許

証
返
納
割
引
証
」

を
受
け
取
る
。

2
　
運
賃
支
払
い
時
に
「
割
引

証
」
を
見
せ
る
と
、
運
賃

が
半
額
に
な
り
ま
す
。

3

運
転
免
許
を
自
主
返
納
す
る
と
堀

川
バ
ス
の
運
賃
が
半
額
に
な
り
ま
す

路線バスに
乗ろう‼
路線バスは、地域を支える大切な公共交通です

65
才
以
上
の
人
限
定

H20
0

50

100

150

300

200

350

250

400

H22H21 H23 H24

年間輸送人員の推移

347

133

313

117

296

115

276

112

263

99

（千人）

（年度）

日向神ダム沿いの道を走る堀川バス

「
運
転
免
許
証
返
納
割
引
証
」

取
得
手
続
き
方
法

堀川バス 羽矢線

堀川バス 星野線

（資料：堀川バス株式会社）
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なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
認
知
症
と
は
、
単
な
る
「
も
の
忘

れ
」
で
は
な
く
脳
の
病
気
等
に
よ
る
認

知
機
能
の
障
害
の
た
め
、
普
通
の
日

常
生
活
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
病
気

で
す
。
以
前
と
比
べ
る
と
平
均
寿
命
も

長
く
な
り
、
全
体
的
に
み
て
も
認
知

症
に
な
ら
れ
る
方
も
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
核
家
族
化
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
も
あ
り
、
家

庭
や
地
域
で
高
齢
者
を
支
援
す
る
能

力
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省
が

平
成
20
年
度
か
ら
「
認
知
症
を
知
り

地
域
を
つ
く
る
10
か
年
」
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
始
ま
り
、
そ
の
一
環
と
し
て

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
と

は
、
認
知
症
に
関
す
る
偏
見
を
な
く
し
、

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

生
活
の
中
で
困
っ
た
時
等
に
必
要
に
応

じ
て
そ
の
手
助
け
を
し
た
り
地
域
の
中

で
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
人
を
増
や

し
て
い
こ
う
と
い
う
講
座
で
す
。
こ
れ

ま
で
に
約
70
回
以
上
の
講
座
が
開
催
さ

れ
、
約
２
千
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
ま

す
。
養
成
講
座
を
受
講
さ
れ
た
人
に
は

サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
と
し
て
の
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
こ

の
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
つ
け
て
い
る
人
を

見
か
け
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
認
知
症
は
、
他
の
病
気
と
同
様
に
、

早
期
の
発
見
・
対
応
が
重
要
で
す
。
ま

た
そ
の
症
状
か
ら
本
人
は
な
か
な
か
自

分
が
認
知
症
だ
と
認
識
す
る
こ
と
が
難

し
く
も
あ
り
ま
す
。「
も
し
か
し
た
ら
認

知
症
か
も
？
」
と
思
っ
た
ら
、
早
め
に

診
察
を
受
け
た
り
、
診
察
を
受
け
る
よ

う
促
し
て
あ
げ
る
事
も
大
切
で
す
。

　
例
え
ば
、
記
憶
障
害
に
よ
り
自
宅
ま

で
の
帰
り
道
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
結

果
と
し
て
徘
徊
行
動
に
繋
が
っ
て
し
ま

う
場
合
で
も
、
誰
か
が
声
を
か
け
、
一

緒
に
自
宅
ま
で
の
道
を
歩
け
ば
、
そ
れ

は
普
通
の
散
歩
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
寄
り
添
う

人
が
周
り
に
い
れ
ば
、
長
く
自
宅
や
地

域
で
暮
ら
す
こ
と
も
可
能
で
す
。
老
い

は
誰
に
で
も
訪
れ
る
も
の
で
あ
り
、
誰

も
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
認
知
症
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な

く
、
自
分
自
身
の
問
題
で
も
あ
る
と
い

う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
認
知
症
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
て

も
、
詳
し
い
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
知

ら
な
い
こ
と
が
自
分
の
身
近
な
人
を
傷

付
け
、
人
と
し
て
の
尊
厳
を
奪
う
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
事
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

◇
高
齢
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
そ

の
人
を
取
り
巻
く
周
囲
の
人
や
地
域
全

体
の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
誰
に
で
も
認
知
症
に
な
る
可
能
性

は
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
正
し
い
理
解

と
寄
り
添
う
気
持
ち
や
行
動
が
必
要
だ

と
、
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
存
じ
で
す
か
？

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

認
知
症
と
は

養
成
講
座
受
講
生
の
声

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
と
共
に
生
き
る
地
域
づ
く
り

　

９
月
16
日
は
敬
老
の
日
。「
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て
き
た
老
人
を
敬

愛
し
、
長
寿
を
祝
う
」
た
め
の
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
）
で
す
。
八

女
市
の
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
）
は
30
・
３
％
と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
認

知
症
の
発
症
率
は
65
歳
以
上
で
10
人
に
１
人
、
85
歳
以
上
に
な
る
と
４
人
に
１

人
と
言
わ
れ
て
お
り
、
高
齢
化
社
会
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
認
知
症
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
実
施
し
て
い
る
介
護
長
寿
課

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

認知症サポーターの証「オレンジリング」

認知症サポーター養成講座の様子
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結
婚
を
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
十
二

単
衣
と
束
帯
姿
で
お
二
人
の
新
し
い
門
出

を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝

期
日
＝
平
成
26
年
２
月
23
日
㈰
、
３
月

16
日
㈰
※
各
１
組
、
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
。

⃝

会
場
＝
福
島
八
幡
宮
（
宮
野
町
）

⃝

費
用
＝
玉
串
料
３
万
円

⃝

申
込
締
切
＝
10
月
11
日
㈮

　
あ
な
た
の
家
に
眠
っ
て
い
る
「
箱
び
な
」

を
お
譲
り
い
た
だ
け
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
つ
り
期
間
中
、
白
壁
の
町
並
み
の
中

に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ま
つ
り
事
務
局

（
観
光
振
興
課
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

箱
び
な
を
お
譲
り
く
だ
さ
い

十
二
単
衣
と
束
帯
姿
で
思
い
出
の
結
婚
式
を

雛の里八女  ぼんぼりまつり

今年3月の結婚式の様子

｢救 急の日」は、救急医療や救急業務につい
て、住民に理解を得るために定められま

した。今回は管内で発生したAED（自動体外式除
細動器）の奏功事例について紹介します。

ＡＥＤを
知っていますか？

八女消防本部（☎ 24・0119）

◆
市
税
の
納
付

　
市
税
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ま
が

定
め
ら
れ
た
期
限
（
納
期
限
）
ま

で
に
、
自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
口
座
振
替

　
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確

実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

自
動
的
に
ご
指
定
の
口
座
か
ら
振

り
替
え
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
納
期
ご
と
に
金
融
機

関
に
出
向
く
手
間
が
省
け
、
う
っ

か
り
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
の
で
大
変
便
利
で
す
。

　
お
申
し
込
み
は
、
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
さ
れ
、
口
座
届
出

印
を
押
印
の
う
え
取
扱
金
融
機

関
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
一
度
手

続
き
さ
れ
ま
す
と
毎
年
自
動
的
に

更
新
さ
れ
ま
す
が
、
納
税
義
務
者

等
が
変
わ
ら
れ
た
時
は
、
新
た
に

手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
納
税
相
談
の
お
知
ら
せ

　
市
税
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
限

内
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
等
で
ど
う
し
て
も
納
期
限
内
に

納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
随
時
納

付
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
納
税
の
猶
予
に
つ
い
て

　
次
の
よ
う
な
特
別
な
事
情
が
生

じ
納
期
内
に
納
付
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
は
、
申
請
に
基
づ
い
て
原

則
と
し
て
１
年
以
内
の
期
間
に
限

り
納
め
る
時
期
を
遅
ら
せ
た
り
、

分
割
で
納
め
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
担
保
を
要
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）。

　
詳
し
く
は
、
納
税
課
納
税
推

進
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
震
災
、
火
災
、
風
水
害
、
そ
の

ほ
か
の
災
害
に
あ
っ
た
と
き

◦
本
人
も
し
く
は
家
族
が
病
気
、

ま
た
は
負
傷
し
た
と
き

◦
事
業
を
廃
止
ま
た
は
休
業
し
た

と
き

◦
事
業
に
対
し
て
著
し
い
損
失
を

受
け
た
と
き

◆
延
長
窓
口
に
つ
い
て

　
仕
事
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
開

庁
時
間
内
に
市
税
の
納
付
や
納

付
相
談
な
ど
が
で
き
な
い
人
は
、

毎
週
水
曜
日
に
19
時
ま
で
延
長

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

☜
税
金
を
滞
納
す
る
と
…

　
市
税
を
決
め
ら
れ
た
納
期
限
ま

で
に
納
付
し
な
い
こ
と
を
滞
納
と

い
い
ま
す
。滞
納
と
な
っ
た
場
合
は
、

法
令
に
従
い
督
促
状
を
送
付
し
納

税
を
促
し
て
い
ま
す
。
こ
の
督
促

状
の
送
付
後
も
納
税
が
な
い
場
合

は
、
催
告
書
や
電
話
な
ど
に
よ
り

納
税
を
催
告
し
て
い
ま
す
。
市
税

に
滞
納
が
発
生
し
た
場
合
は
、
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

人
と
の
公
平
性
が
損
な
わ
れ
ま
す

の
で
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
金
の

他
に
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
納
付
も
な
く
、
納
付

相
談
も
な
い
場
合
や
納
付
相
談
で

分
納
誓
約
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

履
行
さ
れ
な
い
場
合
は
、
税
負
担

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
滞
納
者
の

財
産
（
給
与
・
預
貯
金
・
不
動

産
な
ど
）
を
差
し
押
さ
え
、
滞
納

と
な
っ
て
い
る
市
税
に
充
当
す
る

な
ど
滞
納
整
理
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
財
産
の
調
査
の
た
め
滞
納
者

の
勤
務
先
や
取
引
先
へ
の
調
査
を

行
う
と
と
も
に
、
自
宅
な
ど
の
捜

索
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
納
税
課
納
税
推

進
係
（
☎
２
３・２
６
６
６
）

皆
さ
ま
が
納
付
さ
れ
る
税
金
は
、
生
活
す
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
道
路
や
河
川
・
公
園
の
整
備
、
ご
み
処
理
、
福
祉
や
医
療
・
教
育
の
充
実
、

消
防
、
災
害
防
止
や
災
害
復
旧
と
い
っ
た
日
常
生
活
を
支
え
る
た
め
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
財
源
と
し
て
、「
税
金
」
は
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
公
平
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

9月9日は救急の日

市
税
は
み
ん
な

の
財
産
で
す

来年2月16日から3月16日まで
の間、八女地方独自の「箱びな」
を中心に、福島の町並みや商
店街など約100か所に雛人形
を展示。期間中、さまざまな
イベントを開催し、まちは雛の
里一色に染まります。

こ
ん
な
と
き
は
納
税
課
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
！

【実例】ある少年が運動競技の練習中、胸に強い衝
撃を受け、急に意識を失い倒れました。意識も呼吸
もない状態であったため、近くにいた人が直ぐにＡＥ
Ｄを準備しました。ＡＥＤの音声メッセージに従い、
電気ショックを実施し、救急車が来るまで心肺蘇生
法を続けました。その後、脈拍は再開し、呼吸も正常
に戻り、そのまま病院に搬送されました。数週間後、
普段の生活が送れるようになったそうです。

　みなさんは心肺蘇生法やAEDの取扱い方法を
知っていますか？AEDは公共施設等をはじめ、多
くの人が出入りする場所に設置されています。９
月９日の救急の日にあわせて、「救急医療」につい
て考えてみましょう。
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矢
部
村
御お

そ
ば側

に
あ
る
、
後
醍
醐
天
皇
の

孫
の
良

り
ょ
う

成せ
い

親
王
墓
所
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　
後
醍
醐
天
皇
は
京
都
か
ら
吉
野
に
移
り

南
朝
を
立
て
、
政
権
を
取
り
戻
す
た
め
七

歳
の
皇
子
懐か

ね
な
が良

親
王
を
征
西
将
軍
と
し
、

五ご
じ
ょ
う条

頼よ
り
も
と元

た
ち
と
九
州
へ
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
懐
良
親
王
が
九
州
を
制
し
、
上

じ
ょ
う

洛ら
く

を

図
る
時
下
向
さ
れ
た
留
守
居
役
が
、
後ご

村む
ら

上か
み

天
皇
の
皇
子
で
六
歳
の
良
成
親
王
で
し

た
。
一
三
六
六
年
頃
で
す
。

　
以
降
、
良
成
親
王
は
後
征
西
将
軍
（
二

代
目
）
と
し
て
南
朝
隆
盛
に
尽
く
し
ま
す

が
、
北
朝
軍
の
今
川
了
俊
の
た
め
に
菊
池

か
ら
宇
土
へ
と
追
わ
れ
、
八
代
ご
在
所
の

一
三
九
二
年
、
南
北
朝
が
合
一
し
、
南
朝

は
消
滅
し
た
の
で
す
。

　
良
成
親
王
は
南
朝
再
興
を
あ
き
ら
め

ず
、
最
後
の
砦と

り
でと

五
条
頼よ

り

治は
る

が
守
る
矢
部

の
高た

か
や
じ
ょ
う

屋
城
に
逃
れ
、
奥
づ
め
大お

お

杣そ
ま

を
御
所

と
し
ま
し
た
。
五
条
家
蔵ぞ

う

親
王
最
後
の
書

状
（
一
三
九
五
年
）
に
「
御
在
所
大
杣
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
間
も
な
く
、
三
十

七
歳
ご
ろ
無
念
の
薨こ

う

去き
ょ

、
忠
臣
五
条
頼
治

は
密
か
に
葬ほ

う
むり

草そ
う

堂ど
う

（
釈し

ゃ

迦か

堂ど
う

）
を
建
て

て
隠
し
ま
し
た
。
親
王
の
供と

も
人び

と
た
ち
も
大
杣

を
離
れ
ず
代
々
慰
霊
に
努
め
、
都

み
や
こ

唄う
た

と
い

う
公く

げ
う
た

卿
唄
が
村
人
に
歌
い
つ
が
れ
ま
し
た
。

　
明
治
の
世
に
な

り
、
高
良
山
宮
司
の

船ふ
な

曳ひ
き

鉄て
つ

門も
ん

が
御
側
・

草
堂
・
御
谷
を
見
つ

け
国
に
上
申
、
明
治

十
一
年
宮
内
庁
は「
良

成
親
王
墓
所
」
と
定

め
ま
す
。
草
堂
は
東

横
に
移
さ
れ
、
墓
所

は
五
間
四
方
の
石
柵

で
囲
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
毎
年
の

命
日
に
、
慰
霊
行
事・

武
道
大
会
が
実
施
さ

れ
、
今
年
も
十
月
八
日
に
は
「
大
杣
公
園

祭
」
が
八
女
市
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
明
治
末
に
は
墓
所
前
に
公
園
を
開
き
参

道
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
開
園
の
碑
文
に

は
「
村
人
こ
ぞ
り
て
公
園
を
開
く
、
村
・

議
会
が
こ
れ
を
扶
け
る
。
古
の
御
所
跡
を

と
ど
め
る
た
め
大
杣
公
園
と
命
名
す
る

（
大
正
六
年
）」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
二
十
六
年
に
は
陸
軍
中
将
北
白
川

宮
能よ

し

久ひ
さ

親
王
が
参さ

ん

詣け
い

し
ま
し
た
。
こ
の
年

福
島
～
矢
部
間
が
県
道
と
し
て
開
通
、
明

治
三
十
七
年
に
は
矢
部
村
宮
ノ
尾
か
ら
参

道
ま
で
の
御
側
道
路
が
、
旧
八
女
郡
の
事

業
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
年
に
は
、
参
道
を
今
の
よ
う
に

改
修
、同
年
元
帥
の
閑か

ん
院い

ん
宮み

や

載こ
と
仁ひ

と
親
王
が
、

翌
六
年
に
は
そ
の
王
子
で
陸
軍
騎
兵
中
尉

閑
院
宮
春は

る

仁ひ
と

王
の
妃
が
、
良
成
親
王
墓
所

に
参
詣
、
大お

お

角す
み

岑み
ね

生お

海
軍
大
将
も
参
拝
し

た
そ
う
で
す
。

　
公
園
東
の
直な

お

会ら
い

所
わ
き
に
、
参
詣
記
念

を
記
す
石
碑
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
墓
所
西
に
は
、
親
王
が
使
用
さ
れ
た
湧

水
「
三さ

ん

水す
い
の
井い

」
が
あ
り
、
御お

谷た
に
を
下
り

御
側
川
に
注
ぐ
地
を
王お

谷た
に

尻じ
り
と
い
い
、
参

道
の
起
点
で
す
。
御
谷
沿
い
に
石
畳
を
上

れ
ば
石
橋
と
欄
干
が
迎
え
ま
す
。
次
は
石

段
で
四
十
五
、
上
が
っ
て
坂
を
進
む
と
鬱

蒼
た
る
杉
林
に
百
十
五
の
石
段
、
壮
観
で

す
。
上
り
き
る
と
だ
ん
だ
ら
坂
が
墓
所
へ

と
誘い

ざ
ない

ま
す
。良
成
親
王・公
卿
衆
を
偲
ぶ
、

徒
歩
十
五
分
の
懐
古
参
道
で
す
。

　
御
側
の
名
の
由
来
は
、
元げ

ん
が
滅
び
漢
族

の
明み

ん
が
建
ち
、
呉ご

音お
ん
の
発
音
マ
行
は
漢
音

の
バ
行
へ
と
変
化
（
さ
み
し
い
→
さ
び
し

い
）
し
ま
し
た
。
明
か
ら
都
を
経
て
大
杣

に
も
伝
わ
り
、
公
卿
た
ち
は
オ
オ
ソ
マ
を

オ
オ
ソ
バ
と
洒
落
ま
し
た
。
時
を
経
て
、

良
成
親
王
の
お
側
と
か
け
て
「
御
側
」
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
都
へ
帰
ら
ず
奥

八
女
に
留と
ど

ま
っ
た
親
王
へ
の
、
尊
敬
と
感

謝
の
念
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
木
町
に
は
、
良
成
親
王
を
追
っ
て
き

た
妃
姫ひ

め

御ご

前ぜ
ん

の
悲
話
が
あ
り
ま
す
が
、
御

側
の
女め

鹿が

野の

集
落
の
山
中
腹
に
、
昔
は
夜

な
夜
な
人ひ

と

魂だ
ま

が
出
没
、
妃
を
待
つ
親
王
と

そ
の
従
者
と
う
わ
さ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

下
方
川
中
の
カ
ツ
ラ
に
咲
く
藤
は
、
妃
の

化
身
と
も
い
わ
れ
「
姫ひ

め
ご
ぜ
ん
ふ
じ

御
前
藤
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
大
杣
公
園
の
藤
は
、
墓
所
下

で
墓
守
を
務
め
た
先
々
代
の
植
栽
と
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、「
黒
木
の
大
藤
」
は
、
一
三

九
五
年
頃
良
成
親
王
の
お
手
植
え
だ
そ
う

で
す
。
堪
能
さ
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
大
杣
へ
も

お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
五
月
末
、
肥
後
八
代
で
良
成
親
王
を

守
っ
た
湯ゆ

野の

若わ
か

佐さ
の

守か
み
の
末ま

つ

裔え
い
を
訪
ね
、
ゆ

か
り
の
地
を
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
は
か
ら
ず
も
ご
当
地
で
、
良
成
親
王
の

御
歌
一
首
を
頂
戴
し
ま
し
た
　
―
―
―
。

　
み
よ
し
の
の
　
吉
野
の
奥
の
遠
き
世
を

一ひ
と
日ひ

も
思
い
出
で
ぬ
日
は
な
し

矢
部
村
　
山
口
久
幸
　

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ②

良
成
親
王
と
大
杣
公
園

御
側
の
地
に
眠
る

「
姫
御
前
藤
」
と
「
黒
木
の
大
藤
」

明
治
以
降
、
墓
所
参
道
が
整
備

参道の石畳と欄干

〈
参
考
〉
矢
部
村
誌
・
黒
木
町
史
・
八
代
市
史
料

久
留
米
地
名
研
究
会
　
永
井
正
範
「
八
女
と
矢
部
」
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あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

黄金色に輝く稲穂と棚田を縁取る
赤い彼岸花の美しさに、あなたも
きっと魅せられるはずです。地元
グループ「子鹿の里」によるだご
汁定食や農産物販売もあります。
⃝期日＝9月27日㈮・28日㈯・
29日㈰※29日はステージイベン
ト、餅つきなど多数あり
⃝会場＝星野村鹿里棚田
⃝問い合わせ＝鹿里ふるさと会・
樋口さん（☎090・4346・2560）

　
宮
野
町
の
八
幡
宮
の
正
式
名
は
「
八
幡
宮
」
で
す
が
、

通
称
、
福
島
八
幡
宮
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
福
島
八

幡
宮
の
秋
の
「
放
生
会
」
大
祭
に
氏
子
町
の
奉
納
行
事
と

し
て
始
ま
っ
た
「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」
は
、
昭
和
52

年
に
国
の
「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
、
今

日
ま
で
２
６
０
年
以
上
の
長
い
歴
史
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
「
燈
籠
人
形
」
は
毎
年
、
八
幡
宮
境
内
で
総
勢
40
数
名

の
人
た
ち
に
よ
り
上
演
さ
れ
て
お
り
、
今
年
も
９
月
21
日

㈯
か
ら
23
日
㈷
ま
で
の
３
日
間
、１
日
５
回
上
演
さ
れ
ま
す
。

　
横
町
町
家
交
流
館
で
は
こ
の
上
演
に
因
ん
で
、
９
月
３

日
㈫
～
29
日
㈰
の
間
、「
燈
籠
人
形
」
に
関
わ
る
古
い
資
料

や
、
実
物
大
の
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
「
人
形
」、
囃
子
方

の
道
具
、
人
形
遣
い
手
た
ち
の
法
被
等
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝

期
間
＝
９
月
３
日
㈫
～
９
月
29
日
㈰

⃝

会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
（
本
町
94
番
地
）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
同
館
　（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

八
女
福
島
の

燈
籠
人
形
　

今
昔
物
語
展

9月の
横町町家
交流館の
催し

燈籠人形公演の様子

鹿
ろ く り

里 棚田
彼岸花まつり

【
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
及
び
少
子

化
対
策
事
業
】

▽
匿
名
　
３
件

【
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
特
定
の
事
業
】

▽
七
宝
水
　
笛
田
　
鎭
夫
（
福
岡
県
飯
塚

市
）

▽
匿
名
　
１
件

※
７
月
末
現
在
累
計
額
＝
２
４
６
１
万
１

７
０
４
円

◦
立
花
小
学
校
へ

▽
旧
上
辺
春
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

な
か
よ
し
・
中
村
和
博
＝
金
一
封

◦
市
民
会
館
お
り
な
す
八
女
へ

▽
故
・
牛
嶋
忠
雄
（
本
町
）
＝
本
欅
長
胴

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼（
敬
称
略
）

寄
附
の
お
礼
（
敬
称
略
）

　
五
穀
豊
穣
、
国
家
安
全
、
晴
雨
祈
願

の
た
め
奉
納
さ
れ
る
祭
り
で
風
流
と
は

ん
や
舞
が
行
わ
れ
ま
す
。（
福
岡
県
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
）

◦
日
時
＝
9
月
15
日
㈰
10
時
開
演

◦
場
所
＝
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
（
池
の

山
）屋
外
ス
テ
ー
ジ
　
※
雨
天
時
は「
そ

よ
か
ぜ
」
多
目
的
ホ
ー
ル

◦
関
連
事
業
＝
星

野
小
児
童
に
よ
る

星
野
太
鼓
の
演
奏

（
公
演
終
了
後
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星

野
支
所
総
務
課（
☎

５
２
・
３
１
１
２
）

風
流
・
は
ん
や
舞

　

南
朝
57
年
の
哀
史
、
征
西
将
軍
懐
良
・
良
成

両
親
王
に
従
い
、
現
在
も
大
杣
に
眠
ら
れ
た
良

成
親
王
の
御
陵
墓
を
守
る
五
條
頼
元
卿
一
族
の
遺

徳
を
し
の
ぶ「
五
條
家
御
旗
祭
」を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
門
外
不
出
の
五
條
家
に
伝
わ
る
国
指
定

重
要
文
化
財
「
金
烏
の
御
旗
」「
五
条
家
文
書
」

を
一
般
公
開
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
9
月
23
日
（
秋
分

の
日
）
10
時
～

◦
場
所
＝
五
條
邸
（
黒
木
町

大
淵
小
学
校
前
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
五
條
家
宝

物
顕
彰
会
長
月
足
さ
ん

（
☎
４
５
・
０
１
４
０
）

五ご
じ
ょ
う
け

條
家 

御み
は
た
ま
つ
り

旗
祭
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木のおもちゃをつくる
　ろくろ

の技術を生かし　　 　
平
成
24
年
度
に
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た「
市
長
へ
の
は
が
き
」「
メ
ー
ル
」「
フ
ァ

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

ク
ス
」「
市
政
目
安
箱
」
の
集
計
結
果
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
３
３
３
件
の
中
で
最

も
多
か
っ
た
の
は
、
九
州
北
部
豪
雨
関
連
で

32
件
で
し
た
。
そ
の
他
多
く
寄
せ
ら
れ
た
の

が
、
人
事
・
職
員
関
連
28
件
、
道
路
・
河
川

関
連
21
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
は
が
き

等
は
す
べ
て
市
長
が
目
を
通
し
ま
す
。
新
八

女
市
づ
く
り
の
た
め
に
、
問
題
点
は
改
善
し
、

建
設
的
な
意
見
に
つ
い
て
は
実
現
に
向
け
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
連
絡
先
が
明
記
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
市
長
も
し
く
は

担
当
課
よ
り
直
接
ご
本
人
に
回
答
し
て
い
ま

す
。
ま
た
広
報
紙
面
で
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
「
市
長
へ
の
は
が
き
」

等
の
集
計
に
つ
い
て

◦24年度件数　３33件
（内訳）市長へのはがき 230 ／メール 72 ／ファク
ス 8 ／目安箱 10 ／手紙 13
◦分類状況(件）

（内訳）苦情 101 ／要望 119 ／提言 25 ／お尋ね 6 
／意見 48 ／便り・お礼 14 ／その他 20

平成24年度市長へのはがき集計
内容等 件数 内容等 件数

消防・防災 9 社会教育 6
交通安全・安心安全 8 観光・祭り 13
人事・職員 28 交通・デマンド 9
市税 5 道路・河川 21
財政・行財政改革 5 都市計画 4
国保年金 2 商工業 2
高齢者福祉 6 農業 5
児童福祉 9 上下水道 1
障害者福祉 2 学校教育 7
その他の福祉 5 図書館 1
健康づくり 1 会計 2
医療 2 議　会 1
公害 8 企画・政策 17
ごみ 8 広報広聴 15
その他の環境 17 市関連施設等 21
スポーツ 2 九州北部豪雨関連 32
文化財 6 その他 53

合　　　　計 333

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不

適
当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
市
長
公
室
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の       

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

静
か
な
る
月
夜
に
蒼あ

お
き
四よ

葩ひ
らか
な

半は
ん
げ
し
ょ
う

夏
生
　
鉢は

ち
の
下
よ
り
茎く

き
の
ば
し

梅つ
ゆ
は
れ
ま

雨
晴
間
竿さ

お
売
り
の
声
遠
く
よ
り

ト
ラ
ク
タ
ー
鷺さ

ぎ
を
従

し
た
がへ
春
田
鋤す

く

囀さ
え
づ
りと
せ
せ
ら
ぎ
流
す
涼

り
ょ
うの
風

一ひ
と
日
終へ
記
念
グ
ラ
ス
で
梅
酒
か
な

畑
の
薯い

も
一
夜
で
猪し

し
に
盗と

ら
れ
け
り

久
し
ぶ
り
で
で
虫
に
寄よ

す
童

わ
ら
べ
歌

竹
の
葉
の
疲つ

か
れ
も
癒い

や
す
若
葉
雨

軒の
き
さ
き先に
藁わ

ら
す
ぼ
運
ぶ
つ
ば
く
ら
め

楓か
え
での
木
青
葉
拡ひ

ろ
げ
て
影
つ
く
る

雨あ
ま

蛙
揃そ

ろ
ひ
て
田
植
　
応
援
す

立
花
町 

立
花
俳
句
会

吉
泉 

守
峰

原
　
宣
子

中
村
テ
ル
ヨ

武
田
行
夫

中
村
ス
ミ
子

西
島
志
乃
芙

中
尾
カ
ヲ
ル

樋
口
　
力

末
継
ミ
ヨ
子

深
町
和
子

橋
本
ミ
ユ
キ

大
石
　
官

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 25.9）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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◦
本
館
＝
９
月
19
日
㈭
・
20

日
㈮
・
27
日
㈮

休
館
明
け
に
、
新
刊
の
貸
し

出
し
が
多
数
で
き
ま
す
。
お

楽
し
み
に
♪

9月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
23 ㈷ ,30 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
30 ㈪図書館の休館日

9月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
※19日㈭にホームページもリニューアルします。

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

23 ㈷ ,24 ㈫

✿9月の館内整理日はありません

幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝21日、28日（おはなしコー
ナー）
※いずれも土曜日14時から
※28日は小学生対象です。

9月のよみきかせ

9月のあかちゃんよみきかせ
0～2歳くらいの赤ちゃん対象で
す♪
♥本館＝21日㈯11時～　2階研
修室
♥黒木分館＝26日㈭11時～　
おはなしコーナー

新
刊
の
日

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

その手から生み出されるものはどれもあ
たたかみがあります。木のおもちゃ以外
にも伝統的な和こまや縁起こま、デザイ
ナーによるインテリアコマも作っていま
す。隈本木工所（☎ 22・2955）

56

木
の
お
も
ち
ゃ「
気
分
屋
け
ん
太
く
ん
」

が
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
グ
ッ
ド
ト
イ
委

員
会
の
「
グ
ッ
ド
ト
イ
２
０
１
３
」
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。「
目
標
だ
っ
た
の
で
よ

く
と
れ
た
と
い
う
の
が
感
覚
。
国
内
の
お

も
ち
ゃ
の
審
査
機
関
と
し
て
も
一
番
で
あ

り
、
こ
ま
だ
け
で
な
く
木
の
お
も
ち
ゃ
も

認
め
ら
れ
た
と
い
う
う
れ
し
さ
が
あ
り
ま

す
」
と
喜
び
の
表
情
の
隈
本
さ
ん
。

１
０
０
年
以
上
続
く
八
女
和
ご
ま
工

房
で
あ
る
隈
本
木
工
所
の
６
代
目
。「
も

の
作
り
が
一
番
自
分
に
あ
っ
て
い
る
。
大

好
き
な
八
女
に
携
わ
る
こ
と
が
し
た
い
」

と
工
房
に
就
職
し
ま
し
た
。
経
営
を
引
き

継
い
だ
30
代
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
台
頭
で

売
り
上
げ
が
激
減
。
自
社
製
品
の
比
率

を
上
げ
て
、
問
屋
を
通
さ
ず
に
デ
パ
ー
ト

で
販
売
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
ネ
ッ
ト
通
販
を
行
っ
た
り
経
営
努
力
を

積
み
重
ね
ま
し
た
。
10
数
年
前
か
ら
は
九

州
産
木
材
と
自
然
塗
料
を
使
い
、
ろ
く
ろ

の
技
術
を
生
か
し
た
安
全
安
心
な
木
の
お

も
ち
ゃ
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
木
は
丸
太
の
時
点
で
一つ
一つ
違
い
、

ま
た
乾
燥
状
態
で
も
違
う
の
で
難
し
い
。

だ
か
ら
こ
そ
生
み
出
す
も
の
は
あ
た
た
か

み
が
あ
り
ま
す
。
認
定
さ
れ
た
お
も
ち
ゃ

は
コ
マ
よ
り
も
作
る
の
に
技
術
が
い
る
難

し
い
商
品
。
大
事
な
の
は
ち
ゃ
ん
と
し
た

材
料
で
、
木
地
の
状
態
で
丁
寧
に
研
磨

す
る
こ
と
。
賞
を
と
っ
た
か
ら
に
は
お
か

し
い
も
の
は
出
せ
ま
せ
ん
。
安
全
安
心
な

い
い
も
の
を
届
け
た
い
し
作
り
た
い
。
子

ど
も
た
ち
が
扱
う
も
の
だ
か
ら
こ
そ
仕
上

げ
を
丁
寧
に
、
思
い
を
込
め
て
作
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
若
い
人
の
感
性
を

取
り
入
れ
、
伝
統
の
技
術
に
新
し
い
技

術
を
プ
ラ
ス
し
て
従
来
な
か
っ
た
こ
ま
を

作
り
た
い
で
す
」

独
楽
工
房 

隈
本
木
工
所      
隈
本 
知と

も
の
ぶ伸
さ
ん（
吉
田
）

木のおもちゃをつくる
　ろくろ

の技術を生かし　　

図書館システム更新・蔵書点検のため、９
月２日㈪～９月１８日㈬は全館休館します。
なお、本の返却につきましては、返却ポス
トをご利用ください。皆さまには、大変ご
迷惑をおかけしますが、よろしくお願いい
たします。
※ただし９月１１日㈬～１４日㈯・１８日㈬
の黒木分館の移動図書館「ゆめみらい号」
は運行します。

★臨時休館のお知らせ★

子どもの想像力や発育を
助けるおもちゃグッドトイ
2013に認定された『気分
屋けん太くん』。皿に乗る度
に変わる顔の玉。国産天然
木の温もりと、玉が皿に乗っ
た瞬間の音がたまりません。

『
気
分
屋
け
ん
太
く
ん
』



　2013.9.1　広報やめ

第
二
次
世
界
大
戦
で
乗
艦
し
た

軍
艦
が
二
度
も
撃
沈
さ
れ
な
が
ら

も
生
還
し
た
体
験
を
持
つ
山
口
治

雄
さ
ん（
黒
木
町
）が
８
月
11
日
㈰
、

八
女
民
俗
資
料
館
で
戦
争
体
験
を

語
り
ま
し
た
。
山
口
さ
ん
は
旧
日

本
海
軍
の
元
兵
士
で
、
航
空
母
艦

『
千ち

と
せ歳
』
と
軽
巡
洋
艦
『
矢や

は
ぎ矧
』
に

乗
艦
。『
千
歳
』
は
昭
和
19
年
10

月
レ
イ
テ
沖
海
戦
で
沈
没
。
翌
20

年
４
月
、『
矢
矧
』
に
乗
艦
し
戦
艦

大
和
と
と
も
に
沖
縄
特
攻
に
向
か

う
途
中
、
攻
撃
を
受
け
て
沈
没
し

ま
し
た
。
海
の
中
で
角
材
に
つ
か

ま
り
漂
流
し
て
い
る
時
に
大
和
が

爆
発
音
と
と
も
に
炎
上
し
沈
ん
で

い
く
姿
を
目
撃
し
ま
し
た
。「
戦
争

は
社
会
で
一
番
憎
む
べ
き
悪
。
二

十
歳
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
の
こ

れ
か
ら
の
人
が
、
人
生
の
喜
怒
哀

楽
を
味
わ
う
こ
と
も
な
く
亡
く
な

っ
た
の
は
残
念
無
念
」
と
戦
争
の

悲
劇
を
語
り
ま
し
た
。
会
場
に
は

２
０
０
人
が
詰
め
か
け
、
山
口
さ

ん
の
話
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
講

演
終
了
後
、
山
口
さ
ん
に
握
手
を

求
め
る
人
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
女
性
は
「
山
口
さ
ん
の

記
憶
力
と
精
神
力
の
す
ご
さ
に
感

動
し
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 同時に戦時資料展も行われました

日ごろはなかなか体験できないことをやり遂げました

天気に負けない熱い戦いが各会場で行われました

たくさんの聴衆を前に戦争体験を語る山口さん（右）

戦
艦
大
和
の
最
後
を
目
撃
、
戦
争
体
験
を
語
る

キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
成
長 

八
女
市
青
少
年
教
育
キ
ャ
ン
プ

３
つ
の
種
目
で
熱
戦 

第
55
回
星
野
地
区
球
技
大
会

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

八
女
市
体
育
協
会
星
野
支
部

主
催
に
よ
る
「
第
55
回
星
野
地

区
球
技
大
会
」
が
７
月
21
日
㈰

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
軟
式
野
球
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
３
種
目
に
約
２
０
０
人
が

参
加
し
猛
暑
の
中
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
軟
式
野
球
の
部
】

Ａ
パ
ー
ト

優
勝　
中
学
生
愛
好
会　

２
位　
４
区
チ
ー
ム（
小
野
２
区
）

Ｂ
パ
ー
ト

優
勝　
椋
谷
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

２
位　
北
星
ク
ラ
ブ

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
】

優
勝　

原
口
悦
子　

２
位　

倉

住 

孝　

３
位　
小
西
八
重
子

【
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
】

優
勝　

合
同
チ
ー
ム
（
混
合
チ

ー
ム
）　

２
位　

９
区
チ
ー
ム

（
星
野
２
区
）　

３
位　
１
区
チ

ー
ム
（
小
野
１
区
）

７
月
28
日
㈰
～
７
月
30
日
㈫
、

熊
本
県
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家
に

お
い
て
、
２
泊
３
日
の
八
女
市
青

少
年
教
育
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま

し
た
。

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
50
人
の

子
ど
も
た
ち
は
、
野
外
炊
飯
・
星

座
教
室
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
・

キ
ャ
ン
ド
ル
の
集
い
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
体
験
し
ま
し
た
。
雨

の
中
で
の
活
動
と
な
り
ま
し
た

が
、
市
内
の
各
小
中
学
校
か
ら
集

ま
っ
た
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
の
子
ど
も
た
ち
は
、
学
年
や

学
校
間
の
垣
根
を
こ
え
て
、
み
ん

な
で
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や

た
く
ま
し
く
や
り
と
げ
る
力
な
ど

を
学
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

で
は
、
班
の
み
ん
な
と
協
力
で
き

て
よ
か
っ
た
」「
野
外
炊
飯
で
は
、

自
分
た
ち
の
つ
く
る
ご
は
ん
は
、

よ
り
い
っ
そ
う
お
い
し
く
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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広報やめ　2013.9.115

天気に負けない熱い戦いが各会場で行われました

賞状を手に笑顔の二田さん（中央）

約500人の教職員を前に講演する山本さん

吉野町の北岡篤町長と

八王子市の石森孝志市長と

九
州
大
会
に
出
場

八
女
市
立
小
中
学
校
教
職
員
約

５
０
０
人
が
参
加
し
て
８
月
９
日

㈮
、
飲
酒
運
転
撲
滅
の
た
め
の
研

修
会
（
八
女
市
教
育
委
員
会
・
同

小
学
校
長
会
・
同
中
学
校
長
会
主

催
）
が
お
り
な
す
八
女
で
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
内
中
学
校
の
教
諭

が
飲
酒
運
転
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
の
研
修
会
で
、
講

師
は
飲
酒
運
転
事
故
で
長
男
を
亡

く
し
、
現
在
県
飲
酒
運
転
撲
滅
活

動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
飲
酒
運

転
撲
滅
の
活
動
を
し
て
い
る
山
本

美
也
子
さ
ん
で
し
た
。
山
本
さ
ん

の
長
男
は
２
０
１
１
年
２
月
に
飲

酒
運
転
に
よ
る
車
に
追
突
さ
れ
、

一
緒
に
歩
い
て
い
た
友
達
と
と
も

に
死
亡
。
何
度
報
道
さ
れ
て
も
一

向
に
な
く
な
ら
な
い
飲
酒
運
転
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
守
り
た
い
と
の

思
い
で
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
、

飲
酒
運
転
撲
滅
の
活
動
を
続
け
て

い
る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
飲
酒
運
転
は
被
害
者
も
加
害
者

も
不
幸
に
な
る
。
人
間
の
大
人
は

１
０
０
％
悪
い
と
分
か
っ
て
い
て

も
、
自
分
の
都
合
の
い
い
よ
う
言

い
訳
を
す
る
。
悲
劇
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
言
い
続
け
て
い

き
ま
す
」
と
の
山
本
さ
ん
の
訴
え

を
、
参
加
者
は
真
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

最
後
に
小
学
校
長
会
代
表
の
谷

口
千
奈
美
筑
南
小
学
校
長
と
中
学

校
長
会
代
表
の
橋
爪
英
典
西
中
学

校
長
が
「
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、

地
域
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
信
頼
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
」
と

の
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
撲
滅
を
誓
う 

飲
酒
運
転
撲
滅
の
た
め
の
研
修
会

第
35
回
九
州
中
学
校
陸
上
競
技

大
会
に
出
場
す
る
選
手
が
市
役
所

を
訪
問
し
８
月
６
日
㈫
、
三
田
村

市
長
に
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

女
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル
に
出
場

す
る
南
中
学
校
の
二
田
千
春
さ
ん

（
津
江
）
は
、
７
月
28
日
㈰
に
行
わ

れ
た
福
岡
県
大
会
決
勝
で
13
秒
19

の
タ
イ
ム
で
優
勝
し
て
九
州
大
会

出
場
を
決
め
ま
し
た
。「
練
習
の
成

果
が
出
せ
る
よ
う
に
大
会
に
の
ぞ

み
た
い
」
と
決
意
を
話
し
た
二
田

さ
ん
に
三
田
村
市
長
は
「
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
悔
い
の
な
い
走
り
を
し

て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

奈
良
県
吉
野
町
を
５
月
28
日
㈫
、

三
田
村
市
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。

吉
野
町
は
桜
で
有
名
な
吉
野
山
が

あ
り
、
南
北
朝
時
代
に
は
後
醍
醐

天
皇
が
朝
廷
を
置
い
て
南
朝
の
拠

点
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
九
州
に

お
け
る
南
朝
終
焉
の
地
と
な
っ
た
八

女
市
と
は
歴
史
的
に
深
い
つ
な
が
り

が
あ
り
、
美
し
い
自
然
や
景
観
、
優

良
な
森
林
材
の
産
出
な
ど
共
通
点

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を

活
か
し
な
が
ら
交
流
を
進
め
て
、
歴

史
文
化
交
流
都
市
締
結
に
向
け
て

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

東
京
都
八
王
子
市
を
７
月
８
日

㈪
、三
田
村
市
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。

両
市
の
名
前
は
「
八
」
の
字
で
は
じ

ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
市
名
の
起
源
に
つ

な
が
る
「
八
王
子
神
社
」、「
八
女
津

媛
神
社
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

つ
な
が
り
を
き
っ
か
け
に
交
流
を
進

め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
八

王
子
市
は
、
人
口
55
万
人
の
中
核

都
市
で
、
東
京
都
初
の
道
の
駅
も

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
女
市
の
豊

富
な
地
域
産
物
の
交
流
な
ど
を
通

し
て
、
お
互
い
が
発
展
で
き
る
よ
う

関
係
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　東京都八王子市役所から8月5
日㈪～6日㈫、職員2人が八女市
を訪れました。同市は東京都初の
「道の駅八王子滝山」があること
もあり、「道の駅たちばな」を視
察しました。その後、道の駅たち
ばなの森久栄総務企画課長から
運営の形態や独自の取り組みなど
を聞いた後、お互いに意見交換し
ました。また、11月の八王子いち
ょうまつりに八女市からも出店す
ることになりました。

八王子市役所から視察

東
京
都
八
王
子
市

奈良県吉野町 友
好
交
流
都
市
締
結
に
向
け
て



　
八
女
市
の
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
、
次
の
二
人
が
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

ま
し
た
。

《
再
任
》

引
地
義
治
さ
ん
（
矢
部
村
）

《
新
任
》

小
森
清
実
さ
ん
（
矢
部
村
）

※
任
期
は
平
成
28
年
６
月

30
日
ま
で
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
と
は
？

人
権
擁
護
委
員
は
、
法

務
大
臣
が
委
嘱
し
た
あ
な
た

の
街
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で

す
。
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓

発
活
動
を
行
っ
た
り
、
特
設

人
権
相
談
所
（
な
ん
で
も
人

権
相
談
）
を
随
時
開
設
し
た

り
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。相

談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
困
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務

局
八
女
支
局
（
☎
２
３
・
２

６
０
３
）

　
多
年
に
わ
た
っ
て
人
権

擁
護
活
動
に
尽
く
さ
れ
た

坂
田
時
男
さ
ん
（
矢
部
村
）

に
、
人
権
擁
護
活
動
に
功

績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
７
月

１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
坂
田
さ
ん
は
平
成
13
年

６
月
か
ら
平
成
25
年
６
月

ま
で
、
人
権
思
想
の
普
及
や

人
権
擁
護
活
動
に
尽
力
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
島
原
爆
の
日
の
８
月
６
日
㈫
、

星
野
ふ
る
さ
と
公
園
平
和
の
広
場
で

八
女
市
平
和
式
典
が
開
か
れ
ま
し

た
。
平
和
の
広
場
に
は
、
星
野
村
出

身
の
故
・
山
本
達
雄
さ
ん
が
原
爆
投

下
後
の
広
島
か
ら
持
ち
帰
っ
た
原
爆

の
灯
が
絶
え
る
こ
と
な
く
燃
え
続
け

て
お
り
、
午
前
８
時
15
分
参
加
者
２

８
０
人
は
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
恒

久
平
和
を
祈
念
し
黙
祷
し
ま
し
た
。

三
田
村
市
長
は
「
こ
の
灯
を
八
女

市
民
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
永
遠

に
灯
し
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
広
島
市
長
か
ら
「
ヒ
ロ
シ
マ

と
思
い
を
共
有
し
、
世
界
恒
久
平
和

実
現
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
ほ
し

い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

平
和
の
誓
い
で
は
、
小
学
生
代
表

の
樋
口
史
門
さ
ん
（
星
野
小
６
年
）

が
「
う
ら
み
や
に
く
し
み
を
持
ち
続

け
て
い
て
も
何
も
解
決
し
な
い
。
思

い
や
り
の
あ
る
心
が
あ
れ
ば
戦
争
は

な
く
な
り
本
当
の
平
和
が
や
っ
て
く

る
」
と
発
表
。
中
学
生
代
表
の
田
中

暁
さ
ん
（
星
野
中
３
年
）
は
「
ど
ん

な
小
さ
な
こ
と
で
も
あ
き
ら
め
ず
に

行
動
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な

力
に
な
る
。
真
の
平
和
に
包
ま
れ
る

日
ま
で
努
力
し
て
い
く
」
と
誓
い
ま

し
た
。
市
内
小
中
学
校
・
福
祉
施
設

な
ど
か
ら
折
鶴
が
献
呈
さ
れ
、
全
員

で
献
花
を
し
ま
し
た
。
最
後
に
星
野

中
学
校
全
生
徒
に
よ
り
「
こ
の
灯
を

永
遠
に
」
が
合
唱
さ
れ
、
式
典
は
終

了
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
八
女
市
平
和
祈
念
式
典

千
羽
鶴
献
呈
者	

◦
福
島
小
学
校
６
年
生
◦
長
峰
小
学

校
◦
上
妻
小
学
校
◦
三
河
小
学
校
◦

八
幡
小
学
校
◦
忠
見
小
学
校
◦
川
崎

小
学
校
◦
岡
山
小
学
校
◦
上
陽
北
汭

学
園
小
学
校
◦
黒
木
小
学
校
◦
黒
木

西
小
学
校
◦
木
屋
小
学
校
◦
笠
原
小

学
校
◦
大
淵
小
学
校
◦
筑
南
小
学
校

◦
立
花
小
学
校
◦
矢
部
小
学
校
◦
星

野
小
学
校
◦
福
島
中
学
校
◦
南
中
学

校
◦
見
崎
中
学
校
◦
西
中
学
校
◦
上

陽
北
汭
学
園
中
学
校
◦
黒
木
中
学
校

◦
筑
南
中
学
校
◦
立
花
中
学
校
◦
矢

部
中
学
校
◦
福
岡
県
建
設
労
働
組
合

八
女
支
部
主
婦
の
会
◦
八
女
市
立
図

書
館
利
用
者
◦
生
き
が
い
デ
ー
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
皆
さ
ま
◦
八
女
市
男
女

共
同
参
画
生
涯
学
習
課
・
商
工
振
興

課
・
公
民
館
・
パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
生

「この灯を永遠に」を合唱する星野中学校の生徒

核
兵
器
の
な
い
永
遠
の
平
和
を
誓
う 

八
女
市
平
和
式
典

福
岡
法
務
局
長
か
ら
感
謝
状
贈
呈

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

原爆死没者に献花する星野小学校の児童

感謝状を手にした坂田さん

平和の祈りを込めた折り鶴が献呈されました
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　今年で 8 回目
を迎える八女ラ
イオンズクラブ
の障がい者支援

「チャリティ福祉バ
ザ ー」で す。車

椅子の花嫁としてテレビ放映化も
された鈴木ひとみさんをお迎えし
て記念講演会を開催します。入場
無料。たこ焼きなどの出店や手作
りの手芸品、農産物の販売、演奏
会など盛りだくさんの内容です。
⃝日時＝10 月 6 日㈰▽講演 10
時～▽バザー12 時～ 15 時
⃝会場＝おりなす八女
⃝問い合わせ＝八女ライオンズク
ラブ（☎ 24・３３１３）

島
地
区
（
２
０
０
２
年
5
月
に
国

選
定
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
、
全
国
61
番
目
）
の
先
駆

的
な
取
り
組
み
が
映
画
と
な
り
全

国
・
世
界
に
発
信
さ
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
第
１
回
八
女
上
映
】

◦
日
時
＝
９
月
15
日
㈰
▽
昼
の
部

13
時
30
分
～
▽
夜
の
部
19
時
～

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

◦
前
売
券
＝
千
円
、
当
日
券
１
２

百
円
（
お
り
な
す
八
女
で
発
売
中
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
文
化
遺
産

保
存・活
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局・

（
中
島
さ
ん
☎
２
２
・
５
８
０
４
）

◦
日
時
＝
９
月
15
日
㈰
14
時
開
演

（
13
時
30
分
開
場
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
演
題
＝
コ
コ
ロ
ノ
タ
マ
ゴ

◦
前
売
券
（
当
日
券
）
＝
▽
一
般
８

百
円
（
千
円
）
▽
高
校
生
以
下
５

百
円
（
７
百
円
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
中
島
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
５
２
８
８
・
２
０
７
４
）

　
岩
戸
山
古
墳
の
「
向
井
去
来
・

野
田
成
亮
顕
彰
碑
」
が
昭
和
55
年

９
月
15
日
に
建
立
さ
れ
た
の
を
記

念
し
、
句
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど

◦
日
時
＝
９
月
13
日
㈮
19
時
～

◦
場
所
＝
ホ
ー
ムヘル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ

ン
金
太
郎
（
本
村
４
２
５ｰ

８ｰ

３
）

◦
講
演
＝
「
大
人
が
嫌
い
な
自
分
が

い
た
」
松
尾
龍
一
さ
ん
（
革
職
人
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
２
４
・

９
６
５
７
）
※
入
場
無
料

　
復
興
支
援
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

子
ど
も
服
や
お
も
ち
ゃ
、
小
物
、
ア

ジ
ア
雑
貨
な
ど
。
出
店
数
80
～
１

０
０
店
。
出
店
者
も
募
集
中
。

◦
日
時
＝
９
月
15
日
㈰
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
八
女
公
園

◦
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
国
レ
ン

ジ
ャ
ー
中
尾
さ
ん
（
☎
０
８
０
・
６

４
２
０
・
５
６
４
３
）

　
町
並
み
を
地
域
固
有
の
文
化
遺

産
と
し
て
、
市
民
共
有
の
財
産
と

し
て
後
世
に
伝
え
残
し
て
い
く
た

め
、
日
夜
努
力
し
て
い
る
八
女
福

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
15
日
㈰
11
時
～
12

時
受
付
～
※
13
時
投
句
締
め
切
り

◦
会
場
＝
岩
戸
山
歴
史
資
料
館
研

修
室
（
３
階
）

◦
属
目
＝
「
岩
戸
山
古
墳
と
そ
の

周
辺
」 ※
一
人
５
句

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課（
☎
２
３・

１
９
８
２
）

◦
日
時
＝
９
月
18
日
㈬
・
19
日
㈭

（
２
日
間
）
19
時
～
21
時
30
分

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル
　

◦
テ
ー
マ
・
講
師
＝
「
し
あ
わ
せ
の

気
づ
き
」
モ
ラ
ロ
ジ
ー
社
会
教
育
講

師
・
三
宅
務
さ
ん
、
和
田
圭
子
さ
ん

◦
問
い
合
わ
せ
＝
田
中
さ
ん

（
☎
２
４
・
２
７
０
５
）

◦
日
時
＝
９
月
19
日
㈭
19
時
～
※

雨
天
中
止

◦
内
容
＝
和
琴
演
奏
、
お
茶
会
、

月
見
ま
ん
じ
ゅ
う
販
売
な
ど

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
学
び
の
館

（
黒
木
町
今
）
☎
４
２
・
１
９
８
２

◦
日
時
＝
９
月
22
日
㈰
16
時
～
20

時
30
分

◦
内
容
＝
生
演
奏
、カ
ラ
オ
ケ
、じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
、
各
種
出
店

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福

祉
法
人
こ
ぐ
ま
福
祉
会
・
尾
久
保

研
修
所
（
☎
５
４
・
３
９
０
０
）

　
放
生
会
・
町
家
ま
つ
り
協
賛
。

◦
日
時
＝
９
月
23
日
㈷
16
時
30
分
～

◦
演
目
・
出
演
＝
「
真
宗
落
語
」

桂
小
春
団
治
ほ
か

◦
会
費
＝
２
千
円

◦
場
所・問
い
合
わ
せ
＝
西
勝
寺（
西

紺
屋
町
）
☎
２
４
・
３
４
１
１

　
下
水
道
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

入
場
無
料
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
ご

来
場
く
だ
さ
い（
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
、

景
品
等
を
用
意
し
て
い
ま
す
）。

◦
日
時
＝
９
月
８
日
㈰
　
10
時
～

15
時
（
雨
天
決
行
）

◦
場
所
＝
（
公
財
）
県
下
水
道
管

理
セ
ン
タ
ー
矢
部
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
筑
後
市
大
字
島
田
７
５
４
）

☎
０
９
４
２
・
５
４
・
２
７
０
１

◦
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
川
流
域
下

水
道
推
進
協
議
会
事
務
局
・
筑
後

市
役
所
建
設
経
済
部
上
下
水
道
課

（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
４
１
１
１
）

お
知

ら
せ

黒
木
文
化
連
盟
「
観
月
会
」

み
ん
な
の
館
「
月
の
ま
つ
り
」

劇
団
リ
ト
ル
ウ
イ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

下
水
道
展

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
八
女
の
市

「
ま
ち
や
紳
士
録
」第
１
回
上
映
会

モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

第
２
回
講
演
会

第
32
回
人
形
原
句
碑
記
念
句
会

／チャリティー福祉バザー

鈴木ひとみさん記念講演会

「命をくれたキス」

八女ライオンズクラブ主催

第
９
回
西
勝
寺
寄
席

　10 月１日から八女西部クリーンセン
ターおよびリサイクルプラザにごみを
直接搬入する際は、八女市の住民もし
くは事業所であることを確認するため
に、計量受付にて搬入申請書の記入を
お願いします。計量受付では、搬入申
請書を記入し、搬入者の確認ができ
る証明書（運転免許証・健康保険証）
等の提示をお願いします。
　市役所で発行する搬入証明書（不
燃ごみ・資源ごみ・減免許可書）をお
持ちの人は、計量受付で申請書を新た
に記入する必要はありません。
※搬入申請書の様式は八女西部広域
事務組合のホームページに掲載してい
ます。プリントアウトし、必要事項を
記入して持参していただくと手続きが
早く済みます。
⃝八女西部広域事務組合アドレス
http://www.yameseibu.org/

ごみの直接搬入時の手続きについて

鈴木ひとみさん
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歌
人
菊
池
剣
氏
（
本
名
松
尾
謙

三
）
の
遺
徳
を
偲
び
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
29
日
㈰
10
時
～

◦
場
所
＝
菊
池
剣
碑
前
（
黒
木
町

東
今
　
築
山
公
園
入
口
）
※
雨
天

時
は
西
上
町
公
民
館
に
て
実
施

◦
問
い
合
わ
せ
＝
学
び
の
館
　
　

（
☎
４
２
・
１
９
８
２
）

◦
日
時
＝
10
月
１
日
㈫
14
時
～

◦
場
所
＝
福
岡
県
庁
３
階
講
堂

◦
内
容
＝
記
念
講
演
・
浦
田
理
恵
さ

ん（
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク・ゴ
ー

ル
ボ
ー
ル
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）
ほ
か

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
新
雇
用

開
発
課
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３

５
９
４
）
※
９
月
20
日
申
込
締
切

　
親
子
で
生
の
舞
台
劇
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月
12
日
㈯
、
18
時
30

分
開
場
、
19
時
開
演

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
公
民

館
（
☎
４
２
・
９
７
３
０
）

　
筑
後
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
主
催
。
15
～
39
歳
の
仕
事
に
つ

い
て
な
い
人
、
そ
の
家
族
対
象
。
定

員
１
０
０
人
（
予
約
先
着
）。

◦
内
容
＝
「
精
神
医
療
の
上
手
な

利
用
法
」
～
よ
り
よ
き
社
会
生
活

を
送
る
た
め
に
～
富
田
醫
院
院
長
・

富
田
伸
さ
ん

◦
日
時
＝
９
月
15
日
㈰
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
久
留
米

◦
予
約
電
話
＝
☎
０
９
４
２・３
０・

０
０
８
７

　
う
つ
病
の
人
の
家
族
、
支
援
機

関
、民
生
委
員・児
童
委
員
等
対
象
。

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
９
月
20
日
㈮

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着

に
興
味
の
あ
る
人
な
ど
。
参
加
無

料
。前
日（
託
児
希
望
は
１
週
間
前
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
９
月
21
日
㈯
10
時
30
分

～
12
時

◦
会
場
＝
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー
大

集
会
室

◦
内
容
＝
「
い
の
ち
を
い
た
だ
い
て
、

つ
な
い
で
い
く
こ
と
」
内
田
産
婦
人

科
助
産
師
・
内
田
美
智
子
さ
ん

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
公
民

館
（
☎
４
２
・
９
７
３
０
）

　
初
心
者
で
も
楽
し
め
る
講
演
会
。

受
講
料
無
料
。
先
着
10
人
募
集
。

◦
日
時
＝
10
月
９
日
㈬
・
23
日
㈬

10
時
～
11
時
30
分
（
全
２
回
）

◦
会
場
＝
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー

◦
内
容
＝
源
氏
物
語
を
現
代
人
と

し
て
読
む
―
源
氏
物
語
を
読
む
楽

し
さ
に
つ
い
て

◦
場
所
＝
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
（
立
花
支
所
横
）

◦
内
容
＝
マ
ギ
ー
隆
司
マ
ジ
ッ
ク
笑

◦
前
売
券
＝
▽
幼
児
～
高
校
生
７
百

円
▽
大
人
千
円
※
当
日
券
２
百
円
増

◦
問
い
合
わ
せ
＝
光
友
お
や
じ
の
会

平
島
さ
ん
（
☎
０
９
０・４
７
７
８・

１
６
０
０
）

　
室
内
用
運
動
靴
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
９
月
14
日
㈯
20
時
～

※
毎
月
第
２
土
曜
日
、
参
加
無
料

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
柔
道
経
験
に
関
わ
ら
ず
幼
児
か

ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も
参
加
可
能

で
す
。
八
女
市
柔
道
連
盟
指
導
部

が
基
本
の
受
身
か
ら
指
導
し
ま
す
。

◦
期
間
＝
10
月
～
11
月

◦
練
習
日
＝
毎
週
水
・
土
曜
日
19

時
15
分
～
21
時

◦
場
所
＝
総
合
体
育
館
柔
道
場

◦
参
加
費
＝
月
額
２
千
円
（
別
途

保
険
料
要
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
末
金
さ
ん
（
☎
２

４
・
５
５
４
４
）

　
子
育
て
中
の
人
や
子
育
て
支
援

80
人
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
９
月
26
日
㈭
14
時
～

◦
場
所
＝
県
柳
川
総
合
庁
舎
大
会

議
室
（
柳
川
市
三
橋
町
今
古
賀
）

◦
内
容
＝
「
大
切
な
人
が
う
つ
病
に

な
っ
た
と
き
」
臨
床
心
理
士
・
中

島
美
鈴
さ
ん

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７
６

O
０
９
４
４
・
７
４
・
３
２
９
５
）

　
参
加
費
無
料
。
９
月
30
日
㈪
ま

で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
　

◦
期
日
＝
10
月
５
日
㈯
13
時
30
分
～

◦
場
所
＝
久
留
米
市
民
会
館

◦
内
容
＝
講
演
「
家
に
帰
ろ
う
～

が
ん
に
な
っ
て
も
家
で
過
ご
せ
る
よ

う
に
」
麻
酔
科
医
・
産
婦
人
科
医
、

元
気
で
長
生
き
研
究
所
長 

昇
幹
夫

黒
木
公
民
館
子
育
て
講
座

黒
木
公
民
館
講
座

精
神
医
療
の
上
手
な
利
用
法
講
演
会

う
つ
病
に
関
す
る
講
演
会

在
宅
医
療
講
座「
家
に
帰
ろ
う
」

4 月から「八女市空き家バンク」
の問い合わせ先を変更しています。
空き家を売りたい・貸したい人は、
下記までお問い合わせください。
⃝募集対象エリア＝黒木町・上陽
町・立花町・矢部村・星野村
⃝問い合わせ＝市長公室企画政策
係（☎２４・８０１３）★受付時間
＝平日9時～16時30分※お越しの
際は必ず事前にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

柔
道
教
室

教
室
・
講
座

　子どもからお年寄りまで楽しめるペタン
ク大会を開催します。
⃝日時＝９月28日㈯ 10 時～
⃝会場＝総合体育館前広場（小運動場）
⃝参加費＝会員（無料）、一般（100 円）
⃝申込期間＝９月１日㈰～
⃝問い合わせ＝ＳＯＵＴＨクラブ事務局

（総合体育館内）☎ 24・1340

各種競技が行われます。詳しくは総合体
育館までお尋ねください
【総合開会式】
⃝日時＝10 月13日㈰ 8 時 30 分～
⃝会場＝総合体育館前広場（小運動場）
⃝問い合わせ＝総合体育館（☎ 24・1230）

八女市民体育大会レクリエーションス
ポーツ大会を行います。
【ソフトバレーボール大会（初心者向け）】
⃝日時＝10 月13日㈰受付 9 時 30 分～
⃝会場＝上陽北汭学園体育館２階球技場
⃝定数＝先着３６チーム
【囲碁ボール大会】
⃝日時＝10 月13日㈰受付 10 時 30 分～
⃝会場＝上陽北汭学園体育館１階武道場
※定数なし、１チーム3人以上（年齢制限なし）
⃝問い合わせ＝総合体育館（☎ 24・1230）

参
加
者
募
集

▼ＳＯＵＴＨクラブペタンク大会

▼市民体育大会

▼レクリエーションスポーツ大会
  （ソフトバレーボール大会、囲碁ボール大会）

県
障
害
者
雇
用
促
進
大
会
講
演
会

冬
山
忌
（
菊
池
剣
碑
前
祭
）

親
子
で
楽
し
む
舞
台
芸
術
鑑
賞
会
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◦
募
集
（
採
用
予
定
数
）
＝
①
薬

剤
師
（
３
人
）　
②
診
療
放
射
線

技
師（
１
人
）　
③
社
会
福
祉
士（
１

人
）　
④
作
業
療
法
士
（
１
人
）　

⑤
理
学
療
法
士
（
２
人
）

◦
受
験
資
格
＝
①
③
⑤
昭
和
59
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
　

②
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

④
昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
３
年
以
上
の
実
務
経
験
者

※
い
ず
れ
も
有
免
許
・
資
格
者
、

も
し
く
は
来
春
取
得
見
込
み
者

◦
試
験
日
（
願
書
受
付
）
＝
▽
①

②
③
④
一
次
試
験
９
月
28
日
㈯（
８

月
26
日
㈪
～
９
月
19
日
㈭
受
付
）

▽
⑤
10
月
26
日
㈯
（
９
月
17
日
㈫

～
10
月
11
日
㈮
受
付
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
人
事
課
（
☎
２

３
・
４
１
３
１
）
※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
に
な
る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
准
看
護
科
】
40
人
募
集

▽
社
会
人
特
別
選
抜
入
学
試
験

◦
出
願
期
間
＝
10
月
18
日
㈮
～
11

月
１
日
㈮
◦
入
試
日
＝
11
月
10
日

㈰
◦
入
試
科
目
＝
小
論
文
・
面
接

▽
一
般
入
学
試
験
（
前
期
）

◦
出
願
期
間
＝
11
月
18
日
㈪
～
12

日
９
日
㈪
◦
入
試
日
＝
12
月
15
日

㈰
◦
入
試
科
目
＝
国
語
・
数
学
・

小
論
文
・
面
接

▽
一
般
入
学
試
験
（
後
期
）

◦
出
願
期
間
＝
１
月
20
日
㈪
～
２

月
10
日
㈪
◦
入
試
日
＝
２
月
16
日

㈰
◦
入
試
科
目
＝
前
期
に
同
じ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
准
看
護
科

（
☎
２
３
・
６
２
８
４
）

【
看
護
科
】
40
人
募
集

▽
一
般
入
学
試
験
（
前
期
）

◦
出
願
期
間
＝
10
月
28
日
㈪
～
11

日
18
日
㈪
◦
入
試
日
＝
11
月
24
日

㈰
◦
入
試
科
目
＝一般
教
養（
国
語
）、

専
門
科
目
（
看
護
全
般
）、
面
接

▽
一
般
入
学
試
験
（
後
期
）

◦
出
願
期
間
＝
１
月
27
日
㈪
～
２

月
17
日
㈪
◦
入
試
日
＝
２
月
23
日

㈰
◦
入
試
科
目
＝
前
期
に
同
じ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
看
護
科

（
☎
２
４
・
４
８
７
７
）

　
子
育
て
・
非
行
・
い
じ
め
・
ひ
き

こ
も
り
等
、
子
ど
も
や
若
者
に
関

す
る
悩
み
相
談
を
電
話
ま
た
は
面

接
で
受
け
付
け
ま
す
。
無
料
。

◦
期
間
＝
９
月
13
日
㈮
・
14
日
㈯

９
時
30
分
～
16
時
30
分
▽
相
談
電

話
（
☎
０
９
２・５
８
６・４
０
４
５
）

▽
面
接
相
談
＝
大
野
城
ま
ど
か
ピ
ア

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
青
少
年
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
８
）

さ
ん
／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
８
５

O
０
９
４
４
・
７
４
・
３
２
９
５
）

　
八
女
市
介
護
予
防
事
業
「
は
つ

ら
つ
健
康
づ
く
り
教
室
」
ア
シ
ス
タ

ン
ト
職
員
（
パ
ー
ト
）
を
再
募
集

◦
勤
務
＝
地
区
別
に
週
１
回
（
８

時
30
分
～
17
時
30
分
）
▼
㈪
矢
部

地
区
１
人
▼
㈬
星
野
地
区
２
人
▼

㈭
旧
八
女
地
区
２
人
▼
㈮
上
陽
地

区
２
人
▼
㈯
立
花
地
区
２
人

◦
条
件
＝
会
場
の
地
区
在
住
の
人

／
年
齢
50
歳
程
度
ま
で
／
要
普
通

自
動
車
免
許
／
日
給
８
千
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
㈳
八
女
福
祉
会

八
女
の
里
松
尾
さ
ん
（
☎
２
２
・
２

２
０
０
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
環
境
課
環

境
政
策
係(

☎
２
３
・
１
４
６
２)

①
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
定
員
15
人
）

◦
期
間
＝
10
月
15
日
㈫
～
22
日
㈫

◦
申
込
期
限
＝
9
月
5
日
㈭

②
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
定
員
15
人
）

◦
期
間
＝
1
月
20
日
㈪
～
26
日
㈰

◦
申
込
期
限
＝
10
月
31
日
㈭

※
参
加
資
格
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
遺
族
連
合

会(

☎
０
９
２
・
７
６
１
・
０
０
１
２)

　「
わ
い
わ
い
ち
っ
ご
」
は
、
ち
っ
ご

（
筑
後
地
方
）
が
好
き
な
人
た
ち
で

構
成
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
で
、
筑
後
地

方
の
活
性
化
を
図
る
た
め
行
政
機

関
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
日
記
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
機
能
を
使
っ
て
、

情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
会
員
は
随
時
募

集
、
ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
携
帯
電

話
か
ら
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

Shttp://w
ai2chiggo.jp/

◦
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
田
園
都
市

推
進
評
議
会
事
務
局
（
県
庁
内
）

(

☎
０
９
２
・
６
４
２
・
３
１
７
７
）

Qkoiki@
pref.fukuoka.lg.jp

　
市
内
の
河
川
や
水
路
に
美
し
い
水

が
流
れ
水
辺
が
市
民
の
憩
い
の
場
と

な
る
よ
う
に
、
自
ら
や
り
た
い
こ
と

を
考
え
、
実
行
し
て
い
く
河
川
浄
化

市
民
会
議
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

◦
応
募
資
格
＝
①
八
女
市
の
河
川

に
興
味
が
あ
る
市
民
お
よ
び
事
業

所
②
河
川
清
掃
等
河
川
に
関
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
ま
た
は
こ

れ
か
ら
行
お
う
と
す
る
団
体

◦
応
募
方
法
＝
氏
名
（
団
体
お
よ
び

事
業
所
の
場
合
は
、
団
体
名
お
よ

び
事
業
所
名
と
そ
の
代
表
者
名
）、

連
絡
先
（
住
所
・
電
話
番
号
）
と
、

市
民
会
議
で
何
を
し
た
い
か
を
記

載
の
上
、
社
会
環
境
課
環
境
政
策

係
ま
で
提
出
か
郵
送
く
だ
さ
い
。
応

募
様
式
は
本
庁
社
会
環
境
課
お
よ

び
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
に
備

え
て
い
ま
す
。
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◦
締
め
切
り
＝
９
月
15
日
㈰

県
海
外
戦
没
者
慰
霊
巡
拝
団
員

地
域
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
わ
い
わ
い
ち
っ

ご
」
会
員

「
は
つ
ら
つ
健
康
づ
く
り
教
室
」

ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
員

河
川
浄
化
市
民
会
議
（
仮
称
）

を
設
立
す
る
た
め
の
会
員

公
立
八
女
総
合
病
院
職
員

⃝対象者＝原則20歳以上で①妊娠を希
望する人および妊娠する可能性の高い人
②妊婦の配偶者（パートナー含）※妊婦が検査
で抗体価が低いことが確認されている場
合または抗体検査未実施の場合に限る。
⃝予約受付＝平日8時30分～17時
⃝予約・問い合わせ＝南筑後保健福祉
環境事務所（☎0944・72・2812）
⃝日程・場所＝下記のとおり

空き家情報を募集しています♪
日にち 時間 場所
9/17
㈫

10:00～12:00 西公民館
14:00～16:00 東公民館

 献血にご協力ください
八女市献血推進協議会（☎23・0294）

試　

験

八
女
筑
後
看
護
専
門
学
校

場所 実施時間 9 月 10 月
本庁舎

（柳川）
13：30

～15：30
10日㈫
24日㈫

8日㈫
22日㈫

分庁舎
（八女）

10：00
～12：00

2日㈪
19日㈭

7日㈪
21日㈪

先天性風しん症候群の発生を予防するために
風しん抗体検査（無料）を実施します

母
と
子
の
な
や
み
相
談
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用
地
利
用
集
積
事
業
」
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
約
束
の

期
限
が
く
る
と
離
作
料
な
し
で
農

用
地
が
確
実
に
貸
手
に
返
っ
て
き

ま
す
。
農
用
地
の
新
規
貸
借
や
再

設
定
を
行
う
人
は
、
本
庁
農
業
振

興
課
お
よ
び
各
支
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
＝
９
月
２
日
㈪
～
30
日
㈪

◦
問
い
合
わ
せ
＝

▽
本
庁
農
業
振
興
課
（
☎
２
３
・

１
１
１
８
）

▽
黒
木
総
合
支
所
（
☎
４
２
・
１

１
１
５
）

▽
立
花
支
所
（
☎
２
３・４
９
４
０
）

▽
上
陽
支
所
（
☎
５
４・２
２
１
９
）

▽
矢
部
支
所
（
☎
４
７・３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
（
☎
５
２・３
１
１
４
）

　
福
岡
県
に
関
す
る
情
報
満
載
の

福
岡
県
民
手
帳
（
11
月
頃
発
売
予

定
）の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
価
格（
消
費
税
込
み
）＝
▽
ポ
ケ
ッ

ト
判
４
０
０
円
▽
標
準
判
５
０
０

円
▽
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
判
９
０
０
円

◦
カ
バ
ー
の
色
＝
▽
ポ
ケ
ッ
ト
判

（
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
、
黒
）
▽
標
準
判

（
茶・黒
）
▽
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
判
（
黒
）

◦
予
約
受
付
＝
９
月
27
日
㈮
ま
で

◦
申
込・問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課（
☎

２
３
・
１
１
１
１
O
２
２
・
２
１
８

６
）
お
よ
び
各
支
所
総
務
課

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
者
の
会
に
参
加
す
る
に
は

事
前
登
録
が
必
要
で
す

《
10
月
利
用
者
の
会
》

◦
日
に
ち
＝
9
月
21
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
遊
休
農
用
地
の
解
消
や
農
用
地

の
有
効
利
用
の
た
め
、
安
心
し
て

農
用
地
の
貸
し
借
り
が
で
き
る「
農

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
☎
０
９
２
・
５

８
４
・
３
９
３
１
）

　
受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
実
費

◦
訓
練
科
目
・
人
員
＝
▽
電
気
設

備
科
（
30
人
）
▽
О
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス

科
（
20
人
）

◦
訓
練
期
間
＝
４
月
～
３
月

◦
応
募
資
格
＝
訓
練
後
関
連
職
種
へ

就
職
を
希
望
す
る
人
で
、
来
年
３
月

高
校
以
上
卒
業
見
込
者（
30
歳
以
下
）

◦
入
校
選
考
日
＝
11
月
21
日
㈭（
国

語
・
数
学
の
学
科
試
験
、
面
接
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
八
女
（
☎
２
３・６
１
８
８
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

◦
相
談
内
容
＝
遺
産
相
続
、
金
銭

問
題
等
調
停
委
員
に
よ
る
相
談

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課（
☎
２
３・

１
１
１
１
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
、
ま

た
は
か
っ
て
母
子
家
庭
だ
っ
た
寡

婦
で
就
職
あ
る
い
は
転
職
希
望
者
。

講
習
会
終
了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人
。

◦
日
程
＝
10
月
10
日
～
11
月
13
日

ま
で
の
18
日
間
、
９
時
～
12
時

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
５

４
０
０
円
程
度
自
己
負
担
）

◦
定
員
＝
20
人
※
託
児
（
１
歳
～

就
学
前
迄
）
は
要
申
込
。

◦
申
込
締
切
＝
９
月
18
日
㈬
必
着

◦
開
催
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ク

　
生
活
上
の
心
配
ご
と
、
家
庭
内
や

近
隣
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
嫌
が
ら
せ
や

虐
待
な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ

る
人
は
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
の
で
、一
人
で
悩
ま
ず
お

電
話
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
と

法
務
局
職
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦
相
談
日
時
＝
９
月
９
日
㈪
～
15

日
㈰
　《
平
日
》
８
時
30
分
～
19

時
　《
土
日
》
10
時
～
17
時

◦
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
・
全
国
共

通
（
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
人

権
擁
護
部
（
☎
０
９
２
・
８
３
２
・

４
３
１
１
）

◦
日
時
＝
10
月
９
日
㈬
10
時
～
15

時
（
予
約
不
要
）

就
業
支
援

パ
ソ
コ
ン（
表
計
算
３
級
）講
習
会

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

小・中
学
校
の
体
育
施
設
を
利

用
し
ま
せ
ん
か

安
心
し
て
農
用
地
の
貸
し
借
り

が
で
き
ま
す

２
０
１
４
年
版　
福
岡
県
民

手
帳
の
予
約
に
つ
い
て

【ちっご祭前夜祭】
◦日時＝ 9 月21日㈯ 18:00 ～ 21:00
◦場所＝市民の森公園

【ちっご祭本祭】
◦日時＝ 9 月22日㈰ 9:00 ～ 20:00
◦場所＝市民の森公園・サザンクス
筑後◦問い合わせ＝筑後市役所商工
観光課（☎ 0942・65・7024）

【おおき堀んぴっく2013】　　
◦日時＝ 9 月15日㈰ 9 時～ 16 時
◦場所＝天然温泉大木の湯アクアス
周辺クリーク◦問い合わせ＝大木町
商工会（☎ 0944・32・1336）

【広川かすり祭】
◦日時＝ 9 月21日㈯・22日㈰ 9:00
～ 17:00◦場所＝広川町産業展示会
館・ドンマルク◦問い合わせ＝広川
町観光協会（☎ 32・5555）

【スローフードフェスタ「秋の大収穫祭」】
◦日時＝９月28日㈯・29日㈰ 9:00
～ 21:00（29日は 18:00 まで）
◦場所・問い合わせ＝広川くだもの
村（☎ 32・0670）

今月から、八女市を除いた筑後七国（筑
後市、柳川市、大川市、みやま市、大
木町、広川町）のイベント情報をお知
らせします。

筑後市

大木町

広川町

無
料
調
停
相
談

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

イベント情報後筑 ちくごななこく七国
イベント情報後筑 ちくごななこく七国
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火災出火件数   1件 （  17件）
救急出動件数 251件 （1,691件）
救急搬送人数 243人 （1,639人）

人身事故発生件数 36件 （282件）
傷　　者 45人 （370人）
死　　者 0人 （  1人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 68,257 (-32)
男 32,160  (- 7)
女 36,097  (-25)

世帯数 24,179  (+ 8)
　※（　）内は前月比

出生 45 人 転出 155人
転入 146 人 死亡 67人

◦国民健康保険税（第3期）
◦介護保険料（第3期）
◦後期高齢者医療保険料（第3期）
◦住宅家賃◦保育料

▼ 7 月の交通事故の状況

▼ 7 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（7 月31日現在）

▼ 7 月の異動
納期限・口座振替日は9月30日月

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

無料法律相談
◦9月19日㈭※ 9/5予約開始、10月3日㈭
　※ 9/25 予約開始／相談 13:00 ～16:00
　／予約・法務局八女支局☎ 23・2603
◦ 9 月13 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 9 月 20 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦ 9 月 27 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域
    福祉センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 9 月 20 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦9月12日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦9月20日㈮９:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家(立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦9月17日㈫10:00 ～ 11：00 ／黒木総合
支所／問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦9月6日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦9月5日㈭13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
◦9月4日㈬、18日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月10日㈫13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月9日㈪13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦9月20日㈮13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦9月13日㈮13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦9月4日㈬、18日㈬、13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦9月4日㈬、18日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）

◦9月11日㈬、25日㈬13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月11日㈬、25日㈬9:30 ～ 12:00　
／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦9月6日㈮13:00 ～ 15:00/商工会議所
税務相談会
◦9月9日㈪10:00 ～ 15:00/商工会議所
不動産に関する何でも相談会
◦9月25日㈬13:00 ～ 15:00/商工会議所
経営支援相談会
◦9月17日㈫13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦9月17日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所102会議室
◦9月12日㈭９:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月13日㈮・17日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月17日㈫10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦9月26日㈭10:00 ～ 12:00/星野支所
家庭児童相談室
◦平日９:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総　
合庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜８:30 ～ 16:30 ／八女市役所
消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜9:00 ～ 16:00 ／黒木総合支
所第３相談室☎42・1111

消費生活無料法律相談
◦9月17日㈫13:00 ～ 16:00/ 八女市役
所消費生活相談窓口 ※予約☎23・1183

教育相談
◦平日９:00～17:00／八女市教育委員会　
※予約☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所　
※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日９:15 ～ 17:00／日本損害保険協会
そんぽADRセンター　ナビダイヤル※全
国共通（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日９:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日20:00 ～ 21:00 ／福岡県青年司
法書士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木総合支所内）
☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

9 月に
納める
もの

相談はお気軽にどうぞ



▼
写
真
を
撮
り
に
八
女
東
部

ス
ポ
ー
ツ
公
園
へ
。
ふ
か
ふ
か

の
芝
生
の
上
を
歩
き
、
芝
生
と

周
り
の
山
々
の
緑
の
景
色
に
何

と
も
い
え
ず
清
々
し
い
気
分
に

な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
と
も
子
ど

も
た
ち
に
裸
足
で
駆
け
回
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
平
和
祈
念
式
典
に
参
列
し

て
、終
戦
の
エ
ン
ペ
ラ
ー
と
風

立
ち
ぬ
を
観
て
、
永
遠
の
０

を
読
ん
で
、そ
し
て
山
口
さ
ん

の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。
戦

争
の
愚
か
さ
と
、
平
和
な
世

の
あ
り
が
た
さ
を
改
め
て
実

感
し
た
８
月
で
し
た（
Ｋ・Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所市長公室秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp
※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

ＦＭ ＹＡＭＥ 80.1MHz　NOW ON ＡＩＲ! ＦＭ八女制作番組　「がまだすワイド 801」 
毎週月曜～金曜　13：00 ～15：00 生放送！
※20:30～22:10まで毎日再放送しています。

夏
と
秋
の
風
を
肌
で
感
じ

る
季
節
。
今
回
は
、
八
女
福

島
の
町
並
み
に
ひっ
そ
り
と
佇

む
旧
木
下
家
住
宅
「
堺
屋
」

を
紹
介
し
ま
す
。

代
々
酒
造
業
と
山
林
業
で

栄
え
た
木
下
家
。
そ
の
商
家

と
敷
地
は
昭
和
63
年
２
月
に

所
有
者
13
代
目
木
下
和
夫
氏

か
ら
八
女
市
に
寄
贈
さ
れ
、

平
成
６
年
に
は「
離
れ
座
敷
」

を
市
文
化
財
と
し
て
指
定
し

ま
し
た
。
築
１
０
５
年
の
堺

屋
は
、
工
夫
を
施
さ
れ
一つ
ひ

と
つ
こ
だ
わ
り
を
感
じ
る
建

物
。
例
え
ば
、「
堺
屋
」
の
屋

号
は
、
栄
え
る
よ
う
に
堺
屋
。

部
屋
は
、
12
畳
半
や
７
畳
半

と
す
べ
て
半
畳
付
き
。
こ
れ
は

「
繁
盛
す
る
た
め
」
の
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
欄
間

に
は
、
樹
齢
千
年
以
上
の
屋

久
杉
が
使
わ
れ
、
周
囲
は
金

箔
を
施
し
た
黒
漆
塗
り
の
枠

木
で
縁
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

床
柱
は
黒
柿
と
い
う
渋
柿
の一

種
で
、
希
少
性
の
高
い
幻
の
銘

木
。
30
年
以
上
川
に
浸
し
て

残
っ
た
堅
い
貴
重
な
芯
だ
け
が

使
わ
れ
、
そ
の
年
数
と
と
も

に
、
渋
く
重
み
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
水す

い
き
ん
く
つ

琴
窟
」
の
音
色
を

楽
し
め
る
庭
が
あ
り
、
ふ
し
ひ

と
つ
な
い
桜
の
木
の
縁
側
に
腰

を
お
ろ
し
、
心
を
静
め
て
耳

を
澄
ま
せ
る
と
何
と
も
い
え
な

い
綺
麗
な
音
色
が
聴
こ
え
て

き
ま
す
。

ご
当
主
の
心
意
気
が
詰
ま
っ

た
贅
と
財
が
尽
く
さ
れ
た「
堺

屋
」
は
必
見
で
す
。
自
由
に

入
館
で
き
ま
す
が
管
理
室へ
声

を
か
け
て
い
た
だ
く
と
、
管
理

人
が
楽
し
く
話
し
て
く
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
堺
屋
へお
出
か
け
く

だ
さ
い
。

●
開
館
時
間
＝
10
時
～
17
時

●
問
い
合
わ
せ
＝
堺
屋
（
旧
木
下

家
住
宅
）八
女
市
本
町
１
８
４

☎
２
３
・
７
６
１
１

茶のくに観光案内所のおすすめスポット No.4

旧木下家住宅「堺屋」
in八女福島町並み

茶のくに観光案内所 おおいし

☆
祝
１
歳
☆
明
依
の
す
て
き

な
笑
顔
で
み
ん
な
を
幸
せ
に

し
て
く
だ
さ
い
♡
雄
大

日
々
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
♡
従

姉
ね
え
ね
た
ち
と
仲
良
く
優
し

い
素
敵
男
子
目
指
し
て
ね
♡
♡

満
１
歳
お
め
で
と
う
。

大
き
く
強
い
子
に
な
ぁ
れ
！

み
ん
な
颯
真
の
笑
顔
に
い
や

さ
れ
ま
す
。
生
ま
れ
て
き
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

１
歳
お
め
で
と
う
�
空
美
の
笑

顔
が
大
好
き
で
す
♡
元
気
い
っ

ぱ
い
に
大
き
く
な
っ
て
ね
♪

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
♡
美
し
い
心
で
た
く
さ
ん
の
人

か
ら
愛
さ
れ
る
子
に
育
っ
て
ね
♡

パ
パ
と
マ
マ
は
パ
ワ
フ
ル
な
ち

な
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
だ
よ
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

お
め
で
と
う
♡
た
く
さ
ん

食
べ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ

う
！
姉
２
人
と
仲
良
く
ね
♡

颯
星
元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く

な
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡

颯
星
大
好
き
ー
♡
♡

真
瑚
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
♡

１
歳
お
め
で
と
う
♡

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
大
き
く
元

気
に
育
っ
て
ね
�

１
歳
お
め
で
と
う
♡
い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
食
べ
て
す
く
す
く

大
き
く
な
っ
て
ね
♡

橋本 明
め い

依ちゃん

栗原 聡
そ う ま

希ちゃん

持丸 裕
ゆうすけ

輔ちゃん

樋口 颯
そ う ま

真ちゃん

髙木 空
そ ら み

美ちゃん

石塚 美
み い な

愛ちゃん

岩元 千
ち な

奈ちゃん

田中 翔
しょう

ちゃん

木村 颯
りゅうせい

星ちゃん 坂田 真
ま こ

瑚ちゃん

大石 陽
はる

ちゃん

今村 唯
ゆ い か

花ちゃん

Ｈ24年9月7日生（本分）

Ｈ24年9月15日生（室岡）

Ｈ24年9月22日生（白木）

Ｈ24年9月7日生（本）

Ｈ24年9月17日生（星野村）

Ｈ24年9月27日生（吉田）

Ｈ24年9月12日生（蒲原）

Ｈ24年9月18日生（谷川）

Ｈ24年9月29日生（本分） Ｈ24年9月30日生（高塚）

Ｈ24年9月13日生（光）

Ｈ24年9月22日生（星野村）

おたんじょうびおめでとう 満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）
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